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１ はじめに 

１．１ 岩見沢市地域水道ビジョン（平成22年度）の更新 
人口減少とそれに伴う水道使用量の減少、水道インフラの老朽化進行が社会的な問

題となる中、厚生労働省は平成16年に「水道ビジョン」を作成、平成20年に改定し、

都道府県及び水道事業者にも「地域水道ビジョン」の策定を推進しました。 

本市では、平成18年の市町村合併、平成22年度の水道事業統合を経て、同年度に「岩

見沢市地域水道ビジョン」を作成、公表しました。 

同ビジョンにおいて、50年後の将来像（基本理念）を「地域を支える持続可能な水

道～安心と信頼を未来へ～」とし、将来像を達成するための当面（平成23年度～令和

２年度の10年間）の実現方策や目標を立てています。 

平成22年度に地域水道ビジョンを作成した後、北海道は平成23年３月に「北海道水

道ビジョン」を公表、東日本大震災を経た平成25年3月には厚生労働省が「新水道ビジ

ョン」を公表して水道事業の「安全、強靭、持続」を目指しています。 

また、平成26年8月には、総務省が水道事業を始めとする公営企業の「持続」のため

に、各事業者に「経営戦略」を作成するよう要請しました。 

さらに、浄水供給源である桂沢水道企業団においても令和３年３月に新浄水場が稼

働しました。 

このような状況から、地域水道ビジョンの作成から10年となるのを機会に、総務省

が推進している経営戦略の内容を含めたかたちでビジョンを更新します。 

この「地域水道ビジョン」は、厚生労働省の「新水道ビジョン」、北海道の「北海

道水道ビジョン」や「第６期岩見沢市総合計画」等との整合を図り、必要に応じて地

域の特性を踏まえ、水道事業が今後目指すべき方向性と目標を設定し、目標達成に向

けた実現方策を定めるもので、その後の個別計画や実施計画等の指針として位置づけ

られる上位計画（本市水道事業のマスタープラン）にあたるものです。 

図 地域水道ビジョンの位置づけ 

地域水道ビジョン、水道事業ビジョン：水道事業者が作成する地域の水道事業に関するビジョンの意

味です。厚生労働省の表現が「地域水道ビジョン」から平成25年3月に「水道事業ビジョン」に変化し

ました。 

岩見沢市地域水道ビジョン（水道事業ビジョン）
地域を支える持続可能な水道

～安心と信頼を未来へ～

厚生労働省新水道ビジョン 北海道水道ビジョン 第６期岩見沢市総合計画

その他
計画財政計画

耐震化
計画

管路整備
計画

施設整備
計画
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１．２ 地域水道ビジョンの推進体制 
「岩見沢市地域水道ビジョン」の計画期間は50年間ですが、計画途中で状況の変化

に応じて適宜、目標や実現方策の達成状況等を確認し、必要に応じてＰＤＣＡサイク

ル（Plan→Do→Check→Action）を用いて見直します。 

今回は、平成22年度の作成から10年を経た見直しに該当します。 

 

 
図 地域水道ビジョンの推進体制 

 

 

 

したがって、今回作成するビジョンは、40～50年後の将来像「地域を支える持続可

能な水道～安心と信頼を未来へ～」に向けて、これまでの実現方策の進捗状況を評価

（Check）し、必要に応じて見直し（Action）を行ったうえで、次の10年間（令和３～

12年度、経営戦略期間）に重点的に取り組むべき実現方策を計画（Plan）するもので

す。 

 

表 策定日、策定期間 

項  目 初回ビジョン 今回ビジョン 備  考 

策 定 日 平成22年度 令和２年度 
 

 

将 来 像 
50年後 

令和43年度 

40年後 

令和43年度 
変更なし 

実現方策 
10年間 

平成23年度～令和２年度 

10年間 

令和３年度～令和12年度 
経営戦略の対象 

 

 

 

ＰＤＣＡサイクル：事業活動における生産管理や品質管理などの管理業務を円滑に進める手法です。 

  

Plan 計 画

・計画策定

・ビジョン・目標設定

Do 実 施

・管理と運営

・施設整備

Check 評 価

・効果検証

・事業評価

Action 見直し

・改善計画

・対応方法の検討
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２ 本市水道事業の概要 
 

２．１ 本市の概要 
本市は、北海道の中西部に位置しており、東は夕張山地を挟んで夕張市に、西は石

狩川を隔てて江別市、新篠津村及び月形町に、北は美唄市及び三笠市に、南は栗山町、

長沼町及び南幌町に接しています。 

総面積は481.1㎢であり、東西36.233km、南北29.126km、周囲139.179kmの土地を有

しています。 

 

 
図 本市の位置 

 

 

本市の歴史は、明治15年11月13日、幌内煤田鉄道の幌内～手宮間が全線開通したこ

とが始まりであり、明治16年に公布された移住士族取扱規則により、札幌県勧業派出

所が設置され、明治17～18年には、山口県、鳥取県ほか10県からの士族277戸、1,503

人の集団移住により、初めて開拓の鍬が打ち下ろされました。 

その後、次第に市街が形成され、明治22年には岩見澤、滝川、忠別太（現旭川）間、

明治23年には岩見澤～夕張間に道路が開通し、明治24年に岩見澤～歌志内間、明治25

年に岩見澤～輪西（室蘭）間の鉄道が開通し、陸上交通の要衝となりました。 

また、市町村合併により合併した北村、栗沢町と岩見沢市との関係も非常に深く、

北村の歴史は、明治27年山梨県に本拠を構える北村雄治氏が土地の貸し下げを受け北

村農場を開設し、地名を開拓功労者の姓をもって北村としました。明治33年7月当時

の岩見澤村より分村し、戸長役場を開設しました。 

栗沢町の歴史は、明治23年和歌山県の山田勢太郎氏が入植し、岡山農場を開き、そ

の後も岐阜、富山、香川、滋賀、徳島等各県から入植が続き、栗澤の大地を切り開き、

明治25年２月栗澤村が分村し、明治30年２月戸長役場を開設しました。 

このように、北村、栗沢町は、明治中期まで岩見澤村として一つの地域でありまし

た。 

両町村それぞれが分村の歴史を経て、これまで100年あまりが経過しましたが、平

成18年３月27日再び新しい岩見沢市を構成することとなりました。 
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２．２ 水道事業の沿革 
 

（１）岩見沢市水道事業 

「岩見沢市水道事業」は、一の沢渓流を水源として創設され、明治41年に全国で13

番目、北海道では函館市に次いで２番目の上水道として給水を開始しました。 

その後、数度の拡張を行いましたが、人口の増加や市街地の発展に伴う水需要の増

加による水量不足を解消するため、桂沢上水道組合（現、桂沢水道企業団）からの浄

水受水に変更し、昭和33年に新たな水源による給水を開始しました。 

また、これまで井戸水や湧水等に頼っていた地区には、昭和30年に朝日簡易水道事

業、昭和35年に志文簡易水道事業、昭和61年に毛陽簡易水道事業をそれぞれ創設し給

水を行っていましたが、その後に廃止され現在の岩見沢市水道事業に統合されました。 

平成18年３月27日には北村、栗沢町と合併し、これまでの岩見沢市水道事業に栗沢

町水道事業、北村簡易水道事業、栗沢町簡易水道事業の３事業が加わり４つの水道事

業を有することとなりました。 

平成22年４月からはこの４つの水道事業を事業認可統合し現在の岩見沢市水道事

業として経営を行っています。 

 

（２）栗沢町水道事業（岩見沢市水道事業に統合済み） 

「栗沢町水道事業」は、夕張川伏流水を水源として創設され昭和37年に給水を開始

し、その後、水需要の増加による水不足を解消するため、昭和45年に桂沢水道企業団

からの浄水受水に変更して新たな水源による給水を開始しました。 

 

（３）北村簡易水道事業（岩見沢市水道事業に統合済み） 

「北村簡易水道事業」は、昭和32年に旧美唄川古川を水源として給水を開始しまし

た。 

昭和36年には、旧石狩川古川沿いの浅井戸を水源として給水を開始した砂浜地区簡

易水道事業と統合し、昭和44年には地下水位の低下による水量不足を解消するため、

桂沢水道企業団からの浄水受水に変更されました。 

 

（４）栗沢町簡易水道事業（岩見沢市水道事業に統合済み） 

「栗沢町簡易水道事業」は、創設時には万字地区、美流渡地区のそれぞれで給水を

行っていました。 

万字地区は、大正５年にポンポロムイ川支流を水源とする簡易水道（万字市街）が、

昭和15年にポンネベツ川を水源とする炭鉱専用水道が創設され、その後、炭鉱閉山に

より両水道が統合され、昭和55年にポンネベツ川を水源とする万字炭山簡易水道事業

として給水を開始しました。 

一方、美流渡地区は、昭和35年にシコロの沢川を水源として美流渡簡易水道が創設

され、給水を開始しました。その後、炭鉱閉山により大正11年以降に創設された３つ

の炭鉱専用水道を統合しました。 

しかしながら、両河川の濁りがひどくなり、飲用に適さなくなったことから、桂沢

水道企業団からの浄水受水への変更と併せて両地区の簡易水道事業を統合し、平成14

年に新たな水源による給水を開始しました。 

 

簡易水道：給水人口5,000以下の水道事業の名称です。  
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表 水道事業の沿革 

事業認可年等 所  在 
計画給水人口 

(人) 

計画給水量 

(㎥/日) 
備  考 

明治39年 岩見沢上水道 15,000 1,250 創 設 

大正５～６年 万字簡易水道 1,000 150 創 設 

大正12年 岩見沢上水道 15,000 1,250 改 良 

昭和９年 岩見沢上水道 20,000 2,200 拡 張 

昭和24年 岩見沢上水道 23,000 5,600 増補改良 

昭和28年 岩見沢上水道 42,700 14,250 拡 張 

昭和28年 朝日簡易水道 2,000 300 創 設 

昭和32年 北村簡易水道 3,500 720 創 設 

昭和33年 岩見沢上水道 42,700 14,250 桂沢上水道組会から受水 

昭和34年 志文簡易水道 3,800 630 創 設 

昭和35年 岩見沢上水道 48,300 14,250 拡 張 

昭和35年 砂浜地区簡易水道 1,300 525 創 設 

昭和35年 美流渡簡易水道 4,000 600 創 設 

昭和36年 岩見沢上水道 51,900 14,250 拡 張 

昭和36年 栗沢上水道 6,500 975 創 設 

昭和40年 北村上水道 6,000 720 拡 張（旧北村簡易水道） 

昭和43年 岩見沢上水道 100,000 45,000 拡 張 

昭和44年 北村上水道 7,300 1,500 
砂浜地区簡易水道統合 

桂沢水道企業団から受水 

昭和45年 栗沢上水道 10,000 3,000 
拡 張 

桂沢水道企業団から受水 

昭和45年 上美流渡簡易水道 200 30 創 設 

昭和47年 美流渡簡易水道 1,240 734 
拡 張 

上美流渡簡易水道統合 

昭和49年 岩見沢上水道 100,000 45,000 朝日及び志文簡易水道統合 

昭和52年 万字炭山簡易水道 270 136 変 更（旧万時簡易水道） 

昭和61年 毛陽簡易水道 129 34 創 設 

昭和62年 栗沢上水道 10,000 3,000 拡 張 

平成11年 栗沢簡易水道 1,360 870 
美流渡及び万字炭山簡易水道統合 

桂沢水道企業団から受水 

平成13年 北村簡易水道 4,330 2,140 拡 張（旧北村上水道） 

平成15年 岩見沢上水道 100,000 44,490 毛陽簡易水道統合 

平成22年 事業統合 115,690 51,010 全事業を１つに統合 

参 考 

平成27年 
桂沢浄水場更新 78,518 28,966 令和３年３月供用開始 
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２．３ 水道事業の概要 
 

（１）給水の現況 

水道事業の供用開始は、明治41年でした。 

現在の計画給水人口は115,690人ですが、現在の給水人口は79,758人です。 

行政区域内人口の減少に伴い、給水人口はこの10年間で約1万人減少しています。 

 

 

表 事業の現況（給水）     令和3年3月31日実績 

供用開始年月日 明治41年 10月 10日 計画給水人口 115,690人 

法適（全部・財務） 

・非適の区分 法適（全部） 
現在給水人口 79,758人 

有収水量密度 0.249千㎥/ha 

有収水量7,646.92千㎥÷給水面積30,701ha＝0.249千㎥/ha 

 

 

 

 

（２）施設の現況 

水道水源は桂沢浄水場からの受水のため、市独自の浄水場はありません。 

水道事業統合効果により、２箇所の配水池（朝日配水池、上幌配水池）については

廃止済みです。 

現在使用している９箇所の配水池についても、さらに１箇所（北村配水池）を廃止

する予定のため、送配水管の整備を進めています。 

また、送配水管の延長は1,139.50kmあります。 

施設能力は桂沢水道企業団との協定により50,500㎥/日を持分水量としていますが、

給水人口及び給水量の減少傾向を反映し、令和３年３月に稼働した新浄水場は28,966

㎥/日としています。 

 

 

表 事業の現況（施設）     令和3年3月31日実績 

水   源 

 

□表流水 □ダム □伏流水 □地下水 ■受 水 □その他 

（複数選択可） 

施 設 数 

浄水場 

設置数 

０箇所 

該当なし 
管路延長 

導水管     0千ｍ 

送水管   66.28千ｍ 

配水管 1,073.22千ｍ 

合 計 1,139.50千ｍ 

配水池 

設置数 
９箇所 

施 設 能 力 50,500㎥/日 

 

施設利用率 

 

50.58％ 

施設利用率＝一日平均配水量25,541㎥/日÷一日配水能力50,500㎥/日＝50.58％ 

 

 

 

法適、非適：地方公営企業法の適用、非適用です。 

  



7 

 

 

 

 

 

 
 

図 主要な水道施設 

  

第１配水池１号池

第２配水池

由良配水池

最上配水池

福祉村配水池

上美流渡配水池

万字配水池

美流渡配水池

第１配水池２号池 第１配水池３号池

北村配水池

廃止予定

━  ━ ＪＲ ━━━ 国道

━━━ 高速道路 ■ 北村配水池系

■ 第１配水池系 ■ 第２配水池系

■ 由良、最上、福祉村配水池系

■ 美流渡、上美流渡、万字配水池系

北村支所○

○栗沢支所

◎市役所
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（３）料金の現況 

本市では、老朽管更新事業に着手するため、「送・配水管整備及び事業統合等に向

けた整備計画（10ヵ年計画）」を作成して平成21年度に料金改定を実施しました。 

その後の改定は、消費税率変更に対応したものです。 

 

 

表 事業の概要（料金） 

料金体系の概要・考え

方 

加入金は口径別、使用料は用途別に定める。 

用途は家事用、業務用、浴場用、会館用及び臨時用の５種類に区分してい

る。 

当該料金の設定時は資産維持費の算定はしていませんが、その後アセット

マネジメントを実施しています。 

家事用 家事専用に使用するもの 

業務用 家事用、浴場用、会館用及び臨時用以外に使用するもの 

浴場用 

公衆浴場入浴料金の統制額の指定等に関する省令(昭和32年

厚生省令第38号)の規定により、入浴料金の価格について統制

を受ける公衆浴場であって、公衆浴場法施行条例(昭和24年北

海道条例第3号)第2条第1項第1号に規定する普通浴場で営業

の用に使用するもの 

会館用 
市、町内会又は自治会が建設し、若しくは所有し又は維持管

理している施設で使用するもの 

臨時用 臨時に使用するもの 

料金改定年月日 平成21年４月１日   

料金改定年月日には消費税の改定を含まない 

 

 

 

参考に、お客様のご家庭で１か月に20㎥使用した場合の水道料金は、3,180円にな

ります。 

 

ご家庭で１か月に20㎥使用した場合の水道料金 

基本料金840円＋超過料金(20㎥－7㎥)×180円/㎥＝3,180円 

 

 

表 料金表（税抜き） 

用 途 
基本料金（１か月） 

超過料金 備 考 
水 量 料 金 

家事用 7㎥まで 840円 180円/㎥  

業務用 10㎥まで 1,500円 246円/㎥  

浴場用 100㎥まで 7,200円 72円/㎥  

会館用 － － 180円/㎥  

臨時用 5㎥まで 2,880円 432円/㎥  
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（４）組織の現況と見通し 

本市の水道事業は「水道部」が運営しています。 

水道部には業務課、水道課及び下水道課があり、水道事業は業務課及び水道課が担

当しています。 

 

表 組織体制、職種 

部 課 係 担当業務の概要 

水 

 

道 

 

部 

業務課 

管理係 
水道部の主管係として、各関係部局との調整や物品の購入、資産

の取得・管理・処分等の事務を担当 

財務経理係 

上水道事業と下水道事業(農業集落排水事業を含む)の予算・決

算事務、出納事務、各事業経営についての調査や財政計画作成等

の事務を担当 

営業係 

水道メーターの検針や水道料金・下水道使用料の賦課と徴収の

事務を担当（平成23年度から水道メーターの検針、料金等の徴収

業務は民間委託） 

水道課 

水道事業係 

水道施設の整備計画や維持管理を行っており、古くなった水道

本管の入れ替え工事や路上における水道本管の故障修繕などを

担当 

給水係 
法律に基づいた水道メーターの8年ごとの交換業務、新築住宅な

どの給水装置の審査などを担当 

下水道課 下水道事業係 

皆さんが使用された下水を流す管、マンホールや下水を浄化す

る下水処理場の建設、維持管理を担当 

また、各家庭での排水についての相談を担当 

 

 

水道関係の職員は、水道会計に係る一般の損益勘定所属職員は15人（内７人は配水

関係職員）、主に工事に対応している資本勘定所属職員が3人の合計18人です。 

18人の内事務職員と技術職員は各9人で、会計年度任用職員も3人います。 

また、平均年齢は42.9歳です。 

今後は組織体制の見直しを検討し、適切な人員配置をします。 

 

表 職員数、年齢構成等 

所  属 職員数など 備  考 

損 

益 

勘 

定 

所 

属 

一  般  8人  

原水関係 － 
受水のため該当なし 

浄水関係 － 

配水関係  7人  

検針関係 － 
外部委託のため該当なし 

集金関係 － 

小  計 15人  

資本勘定所属  3人  

合  計 18人  

延 年 齢 772歳 平均 42.9歳 
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（５）これまでの主な経営健全化の取組 

本市では、市町村合併そして水道事業統合を生かすため、２上水道及び２簡易水道

の経営を一体化、施設の統廃合を進め、経営健全化に努めています。 

また、地域水道ビジョンを作成しアセットマネジメントに取り組むとともに、計画

的な老朽管更新のために料金改定も実施しました。 

老朽管更新と並行して、配水池等重要施設の耐震化事業も進めています。 

平成23年からは検針及び料金徴収業務は民間委託に移行し、限られた職員数で運営

しています。 

桂沢水道企業団の浄水場更新事業に際しては、新浄水場の規模を縮小することによ

り総事業費の圧縮を図るとともに、構成団体（三笠市及び美唄市）との事業統合につ

いても企業団と構成団体により共同で検討、協議を行いました。 

 

 

 

 

 
図 これまでの主な経営健全化の取組 

 

 

 

 

 

アセットマネジメント：水道施設のライフサイクル全体に渡って施設を管理運営する実践活動です。 

  

経営

健全化
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一体化
施設の
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アセット
マネジメ
ント

計画的老
朽管更新

料金改定

耐震化
事業

検針料金
徴収民間

委託

新浄水場
規模縮小

構成団体
事業統合
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３ 事業の現状及び将来の分析と評価 
 

本市の水道事業の現状及び将来の分析と評価は、安全（平成22年度版の安心）、強

靭（平成22年度版の安定）、持続（平成22年度版の持続、環境、国際を含む）に分け

て確認します。 

 

３．１ 安全な水、快適な水が供給されているか【安全】 
安全な水、快適な水が供給されているか（安全）については、下記の項目を分析、

評価します。 

 

（１）水質基準の適合状況 

本市の水道水は、桂沢水道企業団から全量受水し、お客様に供給しています。 

水質検査は、毎年「水質検査計画」を作成して計画的に実施しており、法令等で定

められている水質基準値を満たす安全で良質な水であることを確認しています。 

この「水質検査結果」は、水質検査計画と共に本市の情報公開コーナー及びホーム

ページで公表しています。 

また、桂沢水道企業団では、令和３年３月から新浄水場で浄水処理した水道水が供

給されています。 

新浄水場は最新の技術である膜ろ過方式とするほか、活性炭接触池及びマンガンろ

過池も設けるので、融雪期及び降雨時に水質が悪化した原水でも、以前よりも安定し

た処理が可能になりました。 

 

 

 
図 水質検査計画とは 

 

 

 
水質検査計画：水道事業者、水道用水供給事業者及び専用水道の設置者は、水質検査計画を策定することが求めら

れています。水質検査計画は毎事業年度の開始前に策定することとされております。それぞれの水道の水源やそ

の周辺の状況等を勘案し、どのように水質検査を実施するかについての計画を立案、文書化し、公表しています。

同計画により、過去の検査結果が各項目の水質基準値の２分の１を超えたことがなく、かつ原水や水源及びその

周辺の状況、水道施設の資機材の使用状況等を踏まえて検査を行う必要がないことが明らかであると認められる

場合には、検査を省略することができます。 
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（２）異臭味被害の状況 

水源がダム湖であるため、カビ臭及び塩素臭が懸念されます。 

また、カビ臭の基となる藻類を避けてダム内にある取水塔の取水高さを変更する際

に急激な水温低下を伴い、水道水が白濁することがあります。 

いずれの場合も水質基準は満たしている安全な水を供給していますが、お客様には

より安心して、快適に水道水をご利用いただけるよう、浄水場を運転管理している桂

沢水道企業団との情報共有や、お客様への情報提供に努めます。 

さらに、桂沢水道企業団の新浄水場稼働後は、カビ臭、塩素臭の基となる物質の除

去性能も向上しています。 

 

 

 
桂沢水道企業団水道事業ビジョンによる 

図 新浄水場外観 

 

 

 

（３）水源の水質、水質事故の発生状況 

本市の水道水は全て、桂沢水道企業団から受水しています。 

現在、桂沢水道企業団の浄水場で使用している水源は、桂沢ダムです。 

桂沢ダム内の水質事故は、過去に油類流出事故が２回ほどありましたが、浄水処理

被害には至りませんでした。 

また、桂沢ダムは北海道開発局による嵩上げ工事が進行中であり、工事に伴う濁水

発生や施設切り替え等に際しては、水質維持を最優先に取り組んでもらっています。 

  



13 

（４）水源能力の状況 

水源である桂沢ダムを含む幾春別川流域では、過去に幾度も渇水が発生しており、

市民生活に影響の少ない農業用水については、取水制限も発生しています。 

 

 
国土交通省 

図 渇水による営農用水の取水制限 

 

 

桂沢水道企業団の構成団体の持ち分水量の合計82,500㎥/日の内、本市は50,500㎥/

日を有しています。 

これらの水量は、水源である幾春別川ダムの嵩上げ（工事中）により、全量がダム

貯留の対象となり、渇水時等にも十分な水量を確保できます。 

 

表 構成団体の持ち分水量 

事  業 協定年月日 岩見沢市 美唄市 三笠市 合 計 

創  設 
昭和30年 

12月17日 
14,200 10,800 15,000 40,000 

第１次拡張 
昭和38年 

２月11日 
22,000 8,000 20,000 50,000 

第２次拡張 

昭和43年 

11月25日 
49,500 8,000 25,000 82,500 

平成13年 

８月17日 
50,500 7,500 24,500 82,500 

平成18年 

３月27日 
50,500 7,500 24,500 82,500 

岩見沢市には旧北村及び栗沢町を含む 
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（５）貯水槽水道の状況 

本市が提供する「安全な水、快適な水」をご利用いただくには、お客様の貯水槽の

管理も重要です。 

ビル・マンション等の建物で、水道管から供給される水をいったん受水槽に受けた

のち利用者に給水する施設を「貯水槽水道」といいます。 

受水槽に入るまでの水質は市が管理しますが、受水槽以降はその設置者（建物の所

有者）が責任を持って管理することになっています。 

 

簡易専用水道（貯水量が10㎥を超える貯水槽水道） 

水道法により、設置者に当該水道の管理基準の遵守と管理

状況の検査の受検をするよう義務付けられています。 

 

小規模貯水槽水道（貯水量が10㎥以下の貯水槽水道） 

本市と保健所が連携し、貯水槽水道の管理に関し必要があ

ると認めるときは、設置者に対し、指導、助言及び勧告を

行います。 

また、貯水槽水道の利用者に対し、貯水槽水道の管理等に

関する情報提供を行います。 

 

 

令和元年度実績では、貯水槽方式は273件あります。 

この内67件の簡易専用水道については、設置者ごとに、規模、清掃業者等を一覧表

にとりまとめて状況把握に努めており、令和元年度は管理状況に問題がないことから

指導は0件でした。 

小規模貯水槽水道（受水槽206件）については、保健所と連携し、貯水槽水道の管理

に関し必要があると認めるときは、設置者に対し、指導、助言及び勧告を行うことを

給水条例に定めています。 

 

 
厚生労働省 

図 貯水槽水道の管理の充実 
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（６）鉛製給水管の状況 

鉛製給水管は水道創設以来広く使用されてきましたが、現在、新設は認められてお

りません。 

本市では、まだ鉛製給水管を使用している世帯が残っていたため「給水台帳チェッ

クリスト（鉛管）」を整備して平成13年度から布設替を推進し、平成24年度に完了し

ています。 

 

 
図 給水装置の管理について 

 

（７）水道の普及状況 

本市は行政区域内人口79,821人の内79,796人が水道給水区域に居住しており、その

内実際に水道を利用しているのは79,758人です。 

行政区域内人口に対する本市の普及率は99.9％であり、北海道内全体の普及率（専

用水道含む）が98.1％、全国の普及率が98.0％であることに比べて、高い水準となっ

ています。 

 

水道普及率（令和元年度） 
給水人口79,758人÷行政区域内79,821人＝99.9％ 

 

 
「平成30年度北海道の水道」北海道環境生活部 

表 水道の普及状況  

99.9 99.9 99.9 99.9 99.9 99.9 99.9 99.9 99.9 99.9
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率(％)

岩見沢市の普及率 北海道の普及率 全国の普及率
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３．２ いつでも使えるよう安定して供給されているか【強靭】 
いつでも使えるよう安定して供給されているか（強靭）については、下記の項目を

分析、評価します。 

 

（１）供給能力の状況 

本市の水道水は、桂沢水道企業団から全量受水しており、本市の持分水量は50,500

㎥/日です。 

ただし、桂沢水道企業団の新浄水場は経費節減のため規模を縮小して建設しており、

本市の最大水量は28,966㎥/日としています。 

給水量は減少傾向にありますが、令和元年度実績の一日最大給水量27,764㎥/日と

比較すると余裕は1,202㎥/日、4％しかありません。 

 

供給能力 

旧浄水場   50,500㎥/日 

新浄水場    28,966㎥/日 

令和元年度実績 27,764㎥/日（余裕1,202㎥/日、4％） 

 

 

供給能力の余裕が少なくなることから、送配水管路の漏水量（令和元年度実績3,815

㎥/日）を減らして、有収率を向上させ、客様のお手元まで水道水を有効にお届けする

ことが今まで以上に重要になります。 

本市の近年10年間の有収率の平均は、82.9％です。 

北海道内全体の有収率、全国平均、総務省による類似団体（給水人口5万～10万人の

団体）の平均と比較すると、本市の有収率はやや低い水準となっています。 

 

 
「平成29年度北海道の水道」北海道環境生活部 

図 有収率の実績 

 

有収率：有収水量÷一日平均給水量。総排水量（一日平均給水量）の内、料金収入の対象となる水量

（有収水量）の割合を表します。料金収入とならない水量には、洗管などの作業用水量や漏水がありま

す。 
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（２）水運用機能の強化状況 

本市の水道水は、桂沢水道企業団から全量受水しているため、水の融通は配水池間

に限られます。 

本市は送配水のポンプ場が３箇所、配水池が９箇所（内１箇所廃止予定）あり、送

水管は約66km、配水管は約1,073kmを有しています。 

現在までに２箇所の配水池と３箇所のポンプ場を統廃合（廃止）しており、今後は

送配水管の整備を進めて北村配水池も廃止する予定です。 

特に、北村配水池は全水量を加圧配水していますが、第一配水池系統から標高差を

利用した自然流下により配水できるように管路整備を進めており、順次、北村配水池

から第一配水池系統に切り替えを進めています。 

 

 

 

水道施設の概要 

取水施設 桂沢水道企業団による 

導水施設 桂沢水道企業団による 

浄水施設 桂沢水道企業団による 

送水施設 送水ポンプ場 ２箇所（美流渡、万字） 

     送水管 約66km 

配水施設 配水ポンプ場 ３箇所（上志文、上幌、宝水増圧） 

     配水池 ９箇所（内１箇所は廃止予定） 

     配水管 約1,073km 

 

 

 

 

 

 
図 廃止予定の北村配水池 
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（３）耐震化の進捗状況 

本市において過去に発生した地震の最大震度は５弱（平成30年9月）であり、今まで

のところ、地震による水道施設の被災はありません。 

しかしながら、「岩見沢市耐震改修促進計画」では石狩低地東縁断層帯主部や直下

を震源とする大規模な地震が想定されているため、「送・配水管整備及び事業統合等

に向けた整備計画（10ヵ年計画）」に基づき、主要な建物については耐震診断及び耐

震化工事を終えています。 

また、管路の耐震化率は年々向上しています。 

これは、老朽管の更新時に積極的に耐震管を採用してきた効果であり、今後も耐震

化率の向上に努めます。 

 

 

 
（水道技術研究センターのツールを利用した分析） 

図 管路の法定耐用年数超過率及び更新率 

 

 
（水道技術研究センターのツールを利用した分析） 

図 管路の法定耐用年数超過率及び更新率 

 

 

 

岩見沢市耐震改修促進計画：地震による建築物の倒壊被害から市民の生命及び財産に対する被害を未

然に防止するため、現在の耐震化の状況、耐震化の目標、耐震化を進めるにあたっての施策等をとりま

とめた計画です。 
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（４）浄水の備蓄、給水拠点の整備状況 

本市には、緊急貯水槽は整備されておらず、８か所の配水池の有効容量は16,760㎥

（廃止予定の北村配水池544㎥を除く）です。 

非常時に給水拠点となる配水池の一部は、市街から離れており道路状況も良くない

ため、非常時に備えた貯留飲料水量の増量が望ましい状況ですが、まだ実現していま

せん。 

今後とも、災害時の飲料水確保を目的に、緊急貯水槽の整備や廃止予定の北村配水

池の有効活用についても検討を進める予定です。 

また、市内事業所の一部とは、飲用井戸等について災害時の利用協定を結んでいま

す。 

 

 

 

 

 
図 水道水の補給拠点とする配水池 

 

 

 

 

 

 

 
緊急貯水槽：配水管路の一部に組み込まれており常時清浄な水道水を貯えています。地震等で配水管が損傷した

際にも飲料水を供給することができます。一般の貯水槽は、管理・耐震性によっては汚染の危険があり、建物内で

使用する水量の8時間程度の時間変動用の容量しかないため避難所等への飲料水給水は困難です。 

  

廃止予定

北村配水池

上美流渡配水池

万字配水池

美流渡配水池

北村支所○

栗沢支所○

◎市役所

第１配水池

第２配水池

由良配水池

福祉村配水池

最上配水池

━  ━ ＪＲ ━━━ 国道

━━━ 高速道路 ■ 北村配水池系

■ 第１配水池系 ■ 第２配水池系

■ 由良、最上、福祉村配水池系

■ 美流渡、上美流渡、万字配水池系

○ 水道水の補給拠点
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（５）危機管理マニュアル等の策定状況 

本市では、「岩見沢市地域防災計画」とそれに付随する「水道部災害事故対応マニ

ュアル」を策定し、適宜更新しています。 

今後とも、桂沢水道企業団をはじめ関係機関及び関係団体との連携を含め、マニュ

アル内容の充実を図り、災害に備えます。 

 

 

岩見沢市地域防災計画（令和元年７月更新） 

第１章 総  則 

第２章 防災組織 

第３章 災害情報通信計画 

第４章 災害予防計画 

第５章 災害応急対策計画～第７節 給水計画 

第６章 水防計画 

第７章 雪害対策計画 

第８章 融雪災害対策計画 

第９章 地震災害対策計画 

第10章 林野火災対策計画 

第11章 事故災害対策計画 

第12章 ライフライン応急対策計画～第１節 水道施設 

防災関係例規類集 

 

水道部災害事故対応マニュアル（平成29年１月更新） 

水質事故対応マニュアル 

テロ対策対応マニュアル 

停電対策対応マニュアル 

渇水対策対応マニュアル 

地震対策対応マニュアル 

 

 

 

また、上水道事業においても事業継続計画（ＢＣＰ）の策定に取り組んでいきます。 

その他、水安全計画についても桂沢水道企業団の計画を踏まえ、検討していきます。 

 

 

 

 

 

事業継続計画：Business Continuity Plan 大規模災害により事業の継続に影響を与える事態が発生

した場合においても、優先実施業務を中断させず、たとえ中断しても許容期間内に業務レベルを復旧

させることを目的に策定する計画です。 

水安全計画：食品業界で導入されている衛生管理手法を参考として、安全な水道水を常時供給するシ

ステムづくりを目指す手法です。水質に関する包括的な危害評価と危害管理を行うもので、水源から

給水栓に至る水道システムの全過程に存在する危害を抽出・特定すること、リスク管理の観点から、優

先的に対応すべき危害を抽出し、その継続的な監視･制御を行うことが特徴です。 
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（６）応急給水体制、応急復旧体制の状況 

災害時における飲料水の確保及び水道施設の早期復旧に対処するため、本市では必

要な人員、動員体制、車両の確保、及び情報連絡体制を確立し、被害の軽減と速やか

な応急対策が講じられるよう取り組んでいます。 

水道施設被災時には、「岩見沢市地域防災計画」及び「水道部災害事故対応マニュ

アル」に則り、送・配水幹線の復旧を最優先とし、断水区域を最小限にとどめるよう

配水調整を行いながら復旧を進め、順次断水区域の解消に努めることとしています。 

また、各種企業や関係団体と災害時の協定を結び、迅速な対応が図れるよう体制を

整えています。 

これらの施策と並行して、応急給水の資材を備蓄し、災害発生に備えています。 

 

 

表 応急給水資材一覧表（令和元年度末） 
項 目 内  容 保有数量 初期応援可能数 備  考 

車 両 

給水車（  3 ㎥） 1 1 加圧有 

給水車（   ㎥）    

トラック 1 1 積載重量4t 

運搬車（クレーン付）    

作業車    

緊急車    

ライトバン    

その他 7  公用車 

給水容器 

仮設水槽（   ㎥）    

給水タンク（3700ℓ） 1   

給水タンク（2000ℓ） 1 1  

給水タンク(1000ℓ） 1   

ポリタンク（22ℓ） 3   

ポリタンク（20ℓ） 40 36  

ポリタンク（10ℓ） 45   

ポリ袋  （  10ℓ） 8100 4000  

その他    

機 材 

仮設給水栓セット    

ろ過機    

発電機 3 1(20KVA) 20KVA×1基,37KVA×2基 

投光機 2 2 スタンド付 

鉄管切断機    

電動ネジ切機    

その他    

 

 

 

 

なお、本市の自家用発電設備は、各施設で必要とする十分な発電容量を有していま

す。 

また、自家用発電設備が設置されていない施設では、可搬式発電機で対応すること

とし非常時に備えています。 

配水池水位などの異常を知らせるシステムについても整備済みであり、今後、計画

的に更新しています。 
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３．３ 将来も変わらず安定した事業運営が持続できるか【持続】 
将来も変わらず安定した事業運営が持続できるようになっているか（持続）につい

ては、下記の項目を分析、評価します。 

 

（１）老朽化施設の更新状況 

本市の水道の創設は明治39年で非常に古く、函館市に次いで道内で２番目に創設さ

れています。 

さらに、朝日炭鉱、万字炭鉱、美流渡炭鉱の閉山に伴い水道施設を譲り受けてきた

経緯もあり、老朽化している施設も多い状況です。 

本市では平成22年度にアセットマネジメントを実施し、ＰＤＣＡサイクルにより平

成28年度には見直しも行っています。 

本市は人口及び給水量減少下で老朽管等の更新事業を実施しており、東日本大震災

以降は建設費の上昇も顕著となっているなかでも、更新事業を着実に進めるよう努め

ています。 

 
図 管路経年化率 

 
図 管路更新率 

 

アセットマネジメント：水道施設のライフサイクル全体に渡って施設を管理運営する実践活動です。 

  

管路経年化率(％)

H27 H28 H29 H30 R01

岩見沢市 ■ 20.08 22.33 21.96 24.64 28.16

平 均 値 ■ 10.93 13.39 14.48 16.27 17.11

全国平均 ▲ 13.18 15.00 15.89 17.80 19.44

項　目

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

管路更新率(％)

H27 H28 H29 H30 R01

岩見沢市 ■ 0.61 0.64 0.85 0.43 0.68

平 均 値 ■ 0.71 0.71 0.75 0.63 0.63

全国平均 ▲ 0.85 0.76 0.69 0.70 0.68

項　目

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20
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（２）給水人口、給水量の減少状況 

 

●現在の給水人口、給水量 

本市は行政区域内人口79,821人の内79,796人が水道給水区域に居住しており、その

内実際に水道を利用しているのは79,758人です。 

また、お客様のご家庭で使用されている家事用有収水量は14,941㎥/日（給水人口

一人当り約190ℓ/人･日）です。 

料金収入の対象となる有収水量は業務用などを合わせて20,893㎥/日なので、その

71.5％がご家庭で使用されています。 

料金メーターの不感水量や配水管工事の際の洗管作業水量等は833㎥/日あり、有効

水量は21,726㎥/日、漏水などの無効水量は3,815㎥/日、一日平均給水量は25,541㎥/

日です。 

なお、水使用には日変動があるため、最も多く水を使用した日の給水量は27,764㎥

/日でした。 

 

 

 

現在の給水人口、給水量（令和元年度） 

 
 

 

 
図 給水量の内訳（令和元年度実績） 

  

行政区域内人口 79,821 人

給水区域内人口 79,796 人

給　水　人　口 79,758 人

有　収　水　量 家事用 14,941 ㎥/日

業務用等 5,952 ㎥/日

合　計 20,893 ㎥/日

無　収　水　量 833 ㎥/日

有　効　水　量 21,726 ㎥/日

無　効　水　量 3,815 ㎥/日（漏水など）

一日平均給水量 25,541 ㎥/日

一日最大給水量 27,764 ㎥/日

家事用

業務用等 　　有効水量

無収水量 　　一日平均給水量

無効水量（漏水など）

　　有収水量
　　（料金対象）

14,941㎥/日
5,952㎥/日

833㎥/日
3,815㎥/日
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●給水人口、給水量の見通し 

行政区域内人口はこの10年で約1万人減少しており、本市の第６期総合計画では令

和12年度の人口を73,769人とすることを目標としていますが、国立社会保障・人口問

題研究所では同年度の人口を66,101人と推計しています。 

また、「第２期岩見沢市総合戦略（2020～24）」では、2040年度（令和22年度）に

60,536人規模とする将来展望を定めている。 

今回の検討においては、直近実績も反映して令和12年度の行政区域内人口を66,101

人（中位）と予測しています。 

 

表 行政区域内人口の見通し 

項  目 対象年度 
行政区域内人口 

(人) 
備  考 

実  績 令和元年度 79,821  

第６期総合計画 令和12年度 ※ 73,769  

社人研推計 令和12年度 66,101 中位、低位計画 

第２期総合戦略 令和12年度 66,719 高位計画(R22: 60,536人) 

第６期総合計画は令和9年度76,100人と令和22年度66,000人を直線的に補間した値 

社人研推計は国立社会保障・人口問題研究所の推計値 

 

 

 

令和12年度の行政区域内人口を66,101人と予測する場合、同年度の給水人口は

66,076人となります。 

参考に、本市の第２期総合戦略を行政区域内人口として採用する場合の高位計画、

前述の中位計画（低位予測も同じ）の給水人口の算定の結果を示します。 

 

 

 
図 給水人口の見通し 

  

人口(人) 【給水人口】
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人口の減少により、料金収入の対象となる有収水量は令和12年度には18,199㎥/日、

一日平均給水量は22,244㎥/日に減少する見通しです。 

給水人口と同様、高位計画、中位計画、低位計画について、有収水量の算定の結果

を示します。 

 

 
図 有収水量の見通し 

 

 

また、日変動を大きめに予測しても一日最大給水量は25,249㎥/日に減少する見通

しです。 

給水人口及び有収水量と同様、高位計画、中位計画、低位計画について、一日最大

給水量の算定の結果を示します。 

 

 
図 一日最大給水量の見通し 

  

水量(㎥/日) 【有収水量】
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（３）事業の広域化の状況 

本市では、平成21年度から水道事業と簡易水道事業の会計を統合し、さらに平成22

年度からは４つの水道事業を統合して、経営の簡素化、効率化をはかりました。 

また、より広域化を進めるため、桂沢水道企業団やその構成団体（三笠市及び美唄

市）との事業統合（末端給水）について共同で検討、協議を重ねましたが、統合には

至りませんでした。 

現在は、総務省及び厚生労働省の推奨により、北海道が「北海道水道広域化推進プ

ラン」の策定に向け、現状把握と課題の整理などを行う「地区別検討会議」等がスタ

ートしたことから、本市も同会議に参加します。 

 

 

 

 
桂沢水道企業団水道事業ビジョンによる 

図 桂沢水道企業団の関係主要施設 
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（４）共同管理等の状況 

桂沢水道企業団及び構成団体との間では、既に水源確保（桂沢ダム）や浄水場及び

管路の整備、水質検査を含む運転・維持管理及び更新事業について、共同管理を行う

ことで効率化されています。 

本市では、一部配水池の運転管理も桂沢水道企業団に委託しており、企業団を中心

とする一体的かつ効率的な運転管理を行っています。 

 

 

 

 
図 共同管理等のイメージ 

 

  

北海道開発局の管理

・桂沢ダム

桂沢水道企業団の管理

・導 水 管

・浄 水 場

・送 水 管

・配水池の一部

岩見沢市の管理

・市内の配水池

・市内の送水管

・市内の配水管
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（５）技術等の伝承状況 

本市の水道担当職員数は、平成15年度の29人から平成21年度は26人に減少し令和元

年度は18人に減少しています。 

参考に、損益勘定所属職員一人当たりの有収水量は509,795㎥/人であり、全国平均

364,000㎥/人（「水道事業ガイドライン算定結果（平成28年度）について」水道技術

研究センター）と比較して、少ない職員数で運営されています。 

 

職員一人当たり有収水量（令和元年度） 
年間総有収水量7,646.92千㎥÷損益勘定所属職員数15人＝509,795㎥/人 

 

 

また、職員の水道業務用平均経験年数は3.0～4.0年/人で推移しており、比較対象

事業体平均値10.2年/人（水道技術研究センターのツールを利用した分析による）よ

りも短期間で異動しています。 

 

 
■：岩見沢市の実績 
■：平成29年度比較対象192事業体平均値 

（水道技術研究センターのツールを利用した分析） 

図 水道業務平均経験年数 

 

 

さらに、水道担当職員全体の平均年齢は42.9歳ですが、水道管維持管理等はベテラ

ン職員１人、会計年度任用職員２人が担っているため、職員等の退職後を見据えて維

持管理等技術の若手職員への伝承を急ぐ必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

水道事業ガイドライン：各水道事業体での自己分析及び目標設定のための一助となることを目的に、

水道事業ガイドラインで業務指標（ＰＩ）を定めています。 

水道技術研究センターでは、統計書を基に全国の水道事業体の平均値を作成し、公表しています。 
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C205 水道業務平均経験年数 (年/人)
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（６）お客様サービスの状況 

本市では、広報紙及びホームページ等により各種情報を提供しています。 

今後とも、情報提供の充実を図るとともに、お客様の意見を集約できる仕組みを構

築し、適確な情報を提供していくことが重要です。 

一方で、使用水量の減少に伴い、給水収益が減少している中において、水道施設を

維持・管理していくためには、適確な施設整備、管理コストの削減を行うとともに、

今後の水道料金の検討と説明が必要不可欠と考えています。 

 

トップ > 暮らす > 住まい・上下水道 > 水道・下水道 

水道・下水道 

●事業の概要 

●届け出・手続き 

●水道料金等 

●ご注意ください（訪問業者・灯油漏れ等） 

●水質について 

●公表資料 

●よくある質問 

図 岩見沢市水道部ホームページ（トップ画面） 

 

 

 

（７）リサイクルの推進状況 

中長期的に事業を持続するには、環境対策も重要です。 

老朽水道施設の更新等の各種工事では、建設副産物が発生します。 

本市の建設副産物のリサイクル率は、平成17年度以降100％を維持しており、今後

もリサイクル資源の活用、発生土の再利用等により環境負荷の低減に取り組み、100％

を維持していく考えです。 

 

 
国土交通省 

図 建設副産物とは 

 

 

建設副産物：建設工事に伴い発生するアスファルトや土砂、さらに副次的に得られる物品の総称です。 
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（８）配水の省エネルギー化の状況 

環境対策には、建設副産物のリサイクルのほかに、省エネルギー化があります。 

本市の水道事業において、主なエネルギー消費施設は送配水に使用するポンプ場で

す。 

既に、施設の統廃合により３箇所のポンプ場を廃止し、環境に配慮した水運用を行

っています。 

将来的には、北村配水池の再編により、更に省エネルギー化を推進します。 

 

 

 

 

 
図 配水の省エネルギー化 

 

 

 

 

 

（９）国際協力の状況 

厚生労働省による地域水道ビジョンの手引きでは、中長期的に事業を持続するため

には環境対策のほかに国際協力、国際貢献の重要性も取り上げています。 

本市においても、平成22年度に作成したビジョンでは「研究会のシンポジウムに参

加する等の活動をとおして、国際協力に関する情報収集に努め、研修生受け入れを検

討する」ことを考えていました。 

しかし、研修生受け入れなどの要請は来ていません。 

  

廃止済み

上幌送水ポンプ場

廃止済み

朝日増圧ポンプ場

廃止済み

毛陽増圧ポンプ場

北村支所○

○栗沢支所

◎市役所

━  ━ ＪＲ ━━━ 国道

━━━ 高速道路 ■ 北村配水池系

■ 第１配水池系 ■ 第２配水池系

■ 由良、最上、福祉村配水池系

■ 美流渡、上美流渡、万字配水池系

● 廃止済みポンプ場

□ ポンプ場から自然流下に変更済みの区域

● 廃止予定ポンプ場

□ ポンプ場から自然流下に変更予定の区域

廃止予定

北村配水池ポンプ場
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（10）経営及び財務の状況（料金収入の見通し） 

現在は平成21年度の水道料金改定により料金水準を適正化しているため、令和元年

度決算で約13.9億円の料金収入を確保できています。 

経営の健全性・効率性の指標の一つである「経常収支比率」も健全な水準にありま

すが、その値は平成27年度の118.85％から、令和元年度には約６ポイント低下した

112.90％になっています。 

 

 

 
図 経常収支比率 

 

 

 

今後も続く人口減少により、料金収入の対象となる有収水量は令和12年度に18,199

㎥/日×365日＝6,642.64千㎥に減少する見通しです。 

 

 

 
図 有収水量の見通し 

  

経常収支比率(％)

H27 H28 H29 H30 R01

岩見沢市 ■ 118.85 117.73 115.73 108.62 112.90

平 均 値 ■ 112.69 113.16 112.15 111.44 111.17

全国平均 ▲ 113.65 114.35 113.39 112.83 112.01
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今後も現在と同水準（令和元年度決算182.15円/㎥）の供給単価を維持する場合、令

和12年度の料金収入は約12.1億円となり、現況の87.3％に減少する見通しです。 

この場合、料金収入の見通しは、次の図のようになります。 

 

令和12年度料金収入の見通し 
有収水量6,642.64千㎥×供給単価182.15円/㎥＝1,209,957千円 

 

 
図 料金収入の見通し 

 

 

 

一方、１㎥の水道水を提供するのに要する給水原価は上昇傾向にあり、令和３年度

以降は新浄水場を稼働させた桂沢水道企業団に対する負担（受水費など）も増加する

ため、このままでは経営及び財務の状況が悪化する見通しです。 

そのため、本市においても令和４年度に料金改定を行う予定です。 

 

 
【 】:全国平均 ■：類似団体平均値 ■：当該値（本市） 

図 給水原価 
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３．４ 現状及び将来の分析と評価のまとめ 
次表に、事業の現状及び将来の分析と評価の結果を整理して示します。 

 

表 事業の現状及び将来の分析と評価のまとめ 

分 野 分 析 項 目 現 況 将 来 備 考 

 

 

【安全】 

 

安全な水、快適

な水が供給さ

れているか 

 

 

水質基準の適合状況 良 好 改善予定 
企業団が 

浄水場更新済 

異臭味被害の状況 
ダム湖に由来 

するカビ臭等 
改善予定 

企業団が 

浄水場更新済 

水源の水質、水質事故の発生状況 
ダム工事に伴 

う濁水発生等 
同 左 

 

 

水源能力の状況 
渇水時の取水 

制限の可能性 
改善予定 

渇水対応等で 

ダム嵩上げ中 

貯水槽水道の状況 良 好 良 好 
 

 

鉛製給水管の状況 完 了 該当なし 
鉛製給水管は 

布設替え済 

水道の普及状況 良 好 良 好 
 

 

 

 

【強靭】 

 

いつでも使え

るよう安定し

て供給されて

いるか 

 

 

供給能力の状況 良 好 
浄水場縮小に 

より余裕減少 
 

水運用機能の強化状況 整備中 改善予定 
合併による統 

廃合を実施中 

耐震化の進捗状況 整備中 改善予定 
管路耐震化中 

主要施設は済 

浄水の備蓄、給水拠点の整備状況 
緊急貯水槽等 

がない 
同 左 

 

 

危機管理マニュアル等の策 

定状況 

ＢＣＰ、水安 

全計画未策定 
同 左  

応急給水体制、応急復旧体制の状

況 
良 好 良 好 

 

 

 

 

【持続】 

 

将来も変わら

ず安定した事

業運営が持続

できるか 

 

 

老朽化施設の更新状況 更新中 更新継続 
 

 

給水人口、給水量の減少状況 
人口、給水量 

の減少 
同 左  

事業の広域化の状況 協議終了 
北海道水道広域 

化推進プラン 
 

共同管理等の状況 良 好 良 好 
 

 

技術等の伝承状況 
水道維持管理 

等職員高齢化 

退職前に維持 

管理技術伝承 

必要人員の 

確保が困難 

お客様サービスの状況 良 好 注意事項あり 
料金改定時の 

説明 

リサイクルの推進状況 良 好 良 好 
 

 

配水の省エネルギー化の状況 整備中 改善予定 
北村配水池と

ポンプ廃止 

国際協力の状況 該当なし 該当なし 
協力要請が 

ない 

経営及び財務の状況 

（料金収入の見通し） 
良 好 悪 化 

料金を改定す

る予定 
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４ 将来像の設定 
 

４．１ 基本理念 
本市の水道事業は、水需要の減少とともに料金収入が減少傾向にある中で、老朽化

が進む基幹施設の更新、改良及び災害対策に対する投資の必要性が高まっています。 

また、これらの対策に必要な財源と人材の確保等、運営基盤の強化を図っていく必

要もあり、水道事業をめぐる経営環境は今後ますます厳しくなることが予測されます。 

このような課題を踏まえ、本市水道事業では引き続き、「地域を支える持続可能な

水道～安心と信頼を未来へ～」を基本理念として、将来にわたって持続可能な水道シ

ステムの構築と、お客様から信頼され続ける水道事業を目指します。 

 

 

地域を支える持続可能な水道 
～ 安心と信頼を未来へ ～ 

 

 

 

 

４．２ 基本方針 
基本理念を具現化する基本方針として、「安全な水、快適な水を供給するために【安

全】」、「いつでも使えるよう安定して供給するために【強靭】」、「将来も変わら

ず安定した事業運営を持続するために【持続】」の３つの項目について、それぞれ50

年後の目標を示します。 

 

（１）安全な水、快適な水を供給するために【安全】 

基本理念を安全面から達成するためには、水道の第一条件である水質を保障するた

めに水質管理体制を一層強化するとともに、貯水槽水道の適正管理の促進に力をいれ、

安全な水をお届けすることを基本方針とします。 

 

●水質管理体制の一層の強化 

水源からお客様の蛇口に至るまで水質管理体制の一層の強化を図り、

多様化する水質問題に的確に対応していきます。 

 

●貯水槽の適正管理の促進 

貯水槽水道に対して、貯水槽の適正管理の促進に努めます。 

 

●安全な水のお届け 

お客様に安全な水をお届けできるよう、長寿命化を図りながら効率的

な水道施設整備を推進します。 

 

（２）いつでも使えるよう安定して供給するために【強靭】 

基本理念を強靭面から達成するためには、基幹施設や重要管路等の耐震化を推進し、

災害に強い水道システムを構築することを基本方針とします。 
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●基幹施設や重要管路等の耐震化を推進 

事故や災害が発生した場合でも水道施設への被害を最小限に抑え、安

定して水をお届けすることができるよう、老朽化が進む基幹施設や重要

管路等の耐震化を推進します。 

 

●災害に強い水道システムを構築 

万一の被災時にも水道水を安定的に供給できるよう、応急給水・応急

復旧対策を含めて、災害に強い水道システムを構築します。 

 

（３）将来も変わらず安定した事業運営を持続するために【持続】 

基本理念を持続面から達成するためには、水道供給に欠かせない項目として経営の

効率化と財務体質の強化を図り、健全で効率的な事業運営を推進することを基本方針

とします。 

また、資源リサイクルの推進状況維持及び省エネルギー化を基本方針とします。 

 

●経営の効率化と財務体質の強化（経営の基本方針） 

老朽化施設の計画的な更新、第三者委託制度の活用検討等、コスト削

減と平準化に努めるとともに、適切な財政計画を策定して水道料金の適

正化を図り、経営の効率化と財務体質の強化に努めます。 

 

●健全で効率的な事業運営を推進 

職員の技術の向上と伝承に努めることで、水道施設を支える人材の育

成を着実に推進し、運営基盤の強化を図り、健全で効率的な事業運営を

推進します。 

 

●資源リサイクルの推進や省エネルギー化 

地球環境の保全を推進し、気候変動が及ぼす将来への影響を極力低減

するために、資源リサイクルの推進や省エネルギー化に努めます。 

 

次表に、基本理念と基本方針を整理して示します。 

 

 

表 基本理念と基本方針のまとめ 

項  目 基本理念と基本方針 

基本理念 地域を支える持続可能な水道  ～ 安心と信頼を未来へ ～ 

基本方針 

【安全】安全な水、快適な水を

供給するために 

・水質管理体制の一層の強化 

・貯水槽の適正管理の促進 

・安全な水のお届け 

【強靭】いつでも使えるよう安

定して供給すために 

・基幹施設や重要管路等の耐震化を推進 

・災害に強い水道システムを構築 

【持続】将来も変わらず安定し

た事業運営を持続するために 

・経営の効率化と財務体質の強化 

・健全で効率的な事業運営を推進 

・資源リサイクルの推進や省エネルギー化 
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５ 目標の設定と実現方策 
 

ここでは、将来像に近づくために、これから10年、令和３～12年度までの計画期間

内に達成すべき事項とその具体的な「目標の設定」を行います。 

また、それぞれの目標について、前期（令和３～７年度）、後期（令和８～12年度）

で取り組むべき「実現方策」を定め、水道事業の着実な推進を目指します。 

 

５．１ 安全な水、快適な水を供給するために【安全】 
 

（１）水質基準の適合、異臭味被害に対して 

本市の水道水は、桂沢水道企業団から全量受水し、お客様に供給しています。 

水質検査は、毎年「水質検査計画」を作成して計画的に実施しており、法令等で定

められている水質基準値を満たす安全で良質な水であることを確認しています。 

また、桂沢水道企業団では、令和３年３月から新浄水場で浄水処理した水道水が供

給されています。 

新浄水場は最新の技術である膜ろ過方式とするほか、活性炭接触池及びマンガンろ

過池も設けるので、融雪期及び降雨時に水質が悪化した原水でも、以前よりも安定し

た処理が可能になりました。 

したがって、桂沢水道企業団と連携して十分な頻度での水質検査実施を継続し、今

後も良質な水道水を提供します。 

なお、浄水処理の継続とレベルアップのため、桂沢水道企業団の浄水場更新に協力

してきましたが、工事完了に伴い、同実現方策も終了しました。 

 

 

  
桂沢水道企業団 

図 使用している水質検査機器の一部 

 

 

表 安全な水、快適な水を供給するために【安全】 

目 標 実 現 方 策 

初回ビジョン 今回ビジョン 

備考 前 期 

H23～27 

後 期 

H28～R2 

前 期 

R3～７ 

後 期 

R8～12 

良質な水道

水を提供し

ます 

桂沢水道企業団と連携して、十分な頻度

での水質検査を継続します 
○ ○ ○ ○  

浄水処理の継続とレベルアップのため、

桂沢水道企業団の浄水場更新に協力し

ます 

○ ○ － －  

○：対応、－：該当なし 
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（２）水源の水質、水質事故、水源能力に対して 

本市の水道水は全て、桂沢水道企業団から受水しています。 

現在、桂沢水道企業団の浄水場で使用している水源は、桂沢ダムです。 

桂沢ダムは北海道開発局による嵩上げ工事が進行中であり、工事に伴う濁水発生や

施設切り替え等に際しては、水質維持を最優先に取り組んでもらっています。 

桂沢ダムの嵩上げにより、全量がダム貯留の対象となり、渇水時等にも十分な水量

を確保できます。 

今後も、桂沢水道企業団に協力して、水質事故の防止に取り組みます。 

なお、重要工事の際に応援協力して、事故防止に努めてきましたが、新浄水場の工

事完了に伴い、同実現方策も終了しました。 

 

 

 

 
桂沢水道企業団水道事業ビジョンによる 

図 桂沢湖 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 安全な水、快適な水を供給するために【安全】 

目 標 実 現 方 策 

初回ビジョン 今回ビジョン 

備考 前 期 

H23～27 

後 期 

H28～R2 

前 期 

R3～７ 

後 期 

R8～12 

水質事故防

止の取り組

みに協力し

ます 

桂沢水道企業団に協力して、水質事故の

防止に取り組みます 
○ ○ ○ ○  

重要工事の際に応援協力して、事故防止

に努めます 
－ ○ － －  

○：対応、－：該当なし 
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（３）貯水槽水道、鉛製給水管に対して 

本市が提供する「安全な水、快適な水」をご利用いただくには、お客様の貯水槽の

管理も重要です。 

貯水槽での水質悪化を防ぎ、安全な水、快適な水をお客様の蛇口までお届けするた

めに、今後とも貯水槽の規模にかかわらず、適切な維持管理がなされるように指導を

継続します。 

そのため、これまでと同様に広報紙及びホームページ等で貯水槽の適切な維持管理

のお願いを継続します。 

また、貯水槽の設置者、連絡先等の一覧表を定期的に更新すること、貯水槽の設置

者から定期点検実施状況や異常の有無について報告を受け、必要に応じて指導をする

ことも継続します。 

なお、貯水槽設置者の維持管理意識向上を図るため、ヒアリングの結果をホームペ

ージで公表することについて検討してきましたが、貯水槽の管理状況が良好なため同

実現方策を終了します。 

同様に、直結給水が可能な水圧を確保できる地域では貯水槽の廃止を指導しようと

考えておりましたが、貯水槽の管理状況が良好なため同実現方策を終了します。 

また、鉛製給水管は、平成13年度から布設替を推進し、平成24年度に完了している

ため、同目標及び実現方策を終了します。 

 

小規模貯水槽水道設置者の管理 

・貯水槽の周囲を常に清潔に保つこと。 

・小規模貯水槽水道の損傷等の有無及び状況等について、定期に点検を行う

こと。 

・末端給水栓における水の色、濁り、臭気及び味等の有無についての検査並

びに残留塩素の測定を定期におこなうこと。また、その結果、異常が判明

したときは、直ちに市に届けでること。 

・1年以内ごとに1回定期に、給水栓における臭気、味、色、色度、濁度及び残

留塩素の検査を行うこと。 

・水槽の清掃を1年以内ごとに1回定期に行うこと。 

（岩見沢市ホームページ抜粋） 

 

表 安全な水、快適な水を供給するために【安全】 

目 標 実 現 方 策 

初回ビジョン 今回ビジョン 

備考 前 期 

H23～27 

後 期 

H28～R2 

前 期 

R3～７ 

後 期 

R8～12 

貯水槽の指

導を継続し

ます 

広報紙及びホームページ等で貯水槽の

適切な維持管理のお願いを継続します 
○ ○ ○ ○  

各種貯水施設の設置者、連絡先等の一覧

表を定期的に更新します 
○ ○ ○ ○  

各種貯水槽の設置者に必要に応じて指

導をします 
○ ○ ○ ○  

ヒアリングの結果をホームページで公

表することについて検討します 
－ × － －  

直結給水が可能な水圧を確保できる地

域では、貯水槽の廃止を指導します 
× × － －  

鉛製給水管

をなくしま

す 

鉛製給水管の早期解消を図ります ○ － － －  

○：対応、×：未対応、－：該当なし 
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（４）水道の普及状況に対して 

厚生労働省では、地域住民の保健衛生を守るためには、水道普及率100％とするこ

とが望ましいとしてきました。 

そのため、水道普及促進を図り、水道の安全性や利便性の広報に努めること、自家

用井戸利用者の水質相談に対応し、飲用としての問題の有無や対策について指導する

ことに努めてきましたが、井戸の管理は本市環境部に移管されています。 

また、本市の行政区域内人口に対する普及率は99.9％であり、北海道内全体の普及

率（専用水道含む）が98.1％、全国においても98.0％であることから、本市の水道普

及状況は高い水準となっています。 

これらの状況から、水道普及率100％を目指すとする目標及び実現方策は終了しま

す。 

 

 

 
「平成30年度北海道の水道」北海道環境生活部 

表 水道普及状況の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 安全な水、快適な水を供給するために【安全】 

目 標 実 現 方 策 

初回ビジョン 今回ビジョン 

備考 前 期 

H23～27 

後 期 

H28～R2 

前 期 

R3～７ 

後 期 

R8～12 

水道普及率

100 ％ を 目

指します 

普及促進のため、水道の安全性や利便性

の広報に努めます 
× － － －  

自家用井戸の水質相談に対応し、飲用と

しての問題の有無や対策について指導

します 

× － － －  

×：未対応、－：該当なし 
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５．２ いつでも使えるよう安定して供給するために【強靭】 
 

（１）供給能力に対して 

桂沢水道企業団の新浄水場は経費節減のため規模を縮小して建設しており、今後は

しばらくの間供給能力の余裕が少なくなることから、送配水管路の漏水量を減らして、

有収率を向上させ、お客様のお手元まで水道水を有効にお届けすることが今まで以上

に重要になります。 

本市では、漏水防止に努めるため、漏水対策として、定期的な漏水調査や巡回点検

を継続します。 

漏水調査や巡回点検は、復元漏水のおそれの大きい中心街は毎年、それ以外の地区

は流量計監視を基に５年程度を周期に音聴調査等を実施しています。 

また、検針時に漏水がないか戸別調査を行っています。 

その他、お客様にも漏水の発見に対して協力していただくよう、周知を徹底します。 

なお、水量の適正規模の検討として「新浄水場に参画する水量について検討」は既

に完了していますので、同目標及び実現方策を終了します。 

 

 

 
図 漏水調査をしている写真 

 

表 いつでも使えるよう安定して供給するために【強靭】 

目 標 実 現 方 策 

初回ビジョン 今回ビジョン 

備考 前 期 

H23～27 

後 期 

H28～R2 

前 期 

R3～７ 

後 期 

R8～12 

漏水防止に

努めます 

漏水対策として、定期的な漏水調査や巡

回点検を継続します 
○ ○ ○ ○  

お客様にも漏水の発見に対して協力し

ていただくよう、周知を徹底します 
○ ○ ○ ○  

水量の適正

規模の検討

に努めます 

新浄水場に参画する水量について、検討

します 
○ － － －  

○：対応、－：該当なし 
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（２）水運用機能、耐震化に対して 

本市の水道水は、桂沢水道企業団から全量受水しているため、水の融通は配水池間

に限られます。 

したがって、水運用機能を強化するため、事業統合連絡管の整備と配水池系統の変

更を実施します。 

また、耐震化計画に基づき、主要な施設の耐震診断及び耐震化工事を終えています。 

今後は、主要水道施設（管路）の耐震化を継続するため、次期整備計画を策定して、

積極的に管路整備を進めます。 

 

 

 

 

 

 
日本ダクタイル鋳鉄管協会 

図 耐震管の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 いつでも使えるよう安定して供給するために【強靭】 

目 標 実 現 方 策 

初回ビジョン 今回ビジョン 

備考 前 期 

H23～27 

後 期 

H28～R2 

前 期 

R3～７ 

後 期 

R8～12 

水運用機能

を強化しま

す 

事業統合連絡管の整備と配水池系統の

変更を実施します 
○ ○ ○ －  

主要水道施

設の耐震化

を継続しま

す 

「10ヵ年計画」の耐震診断及び耐震化工

事を確実に実施します 
○ ○ － －  

次期整備計画を策定して、積極的に管路

整備を進めます 
－ ○ ○ ○  

○：対応、－：該当なし 
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（３）備蓄、給水拠点整備に対して 

本市では、配水池の耐震化、緊急遮断弁の設置を完了しています。 

今後は、災害時用の飲料水を確保するため、管路の耐震化を継続します。 

また、本市には避難所などにも緊急貯水槽が整備されていないことから、防災対策

の窓口や施設の管理者といった関係機関と協力して緊急貯水槽の設置を検討します。 

また、消防など防災面の担当部署を交えて、北村配水池等の廃止予定施設の有効利

用について検討を進めます。 

 

 

 

 

 
日本水道鋼管協会 

図 震災対策用緊急貯水槽の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 いつでも使えるよう安定して供給するために【強靭】 

目 標 実 現 方 策 

初回ビジョン 今回ビジョン 

備考 前 期 

H23～27 

後 期 

H28～R2 

前 期 

R3～７ 

後 期 

R8～12 

災害時用の

飲料水を確

保します 

配水池の耐震化、緊急遮断弁の設置を継

続します 
○ ○ － －  

管路の耐震化を継続します ○ ○ ○ ○  

関係機関と協力して緊急貯水槽の設置

を検討します 
× × ○ ○  

廃止予定施設の有効利用について検討

を進めます 
－ ○ ○ ○  

○：対応、×：未対応、－：該当なし 
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（４）危機管理マニュアル、応急給水体制、応急復旧体制に対して 

本市では、「岩見沢市地域防災計画」とそれに付随する「水道部災害事故対応マニ

ュアル」を策定し、適宜、更新を行っています。 

今後とも、災害発生時の応急復旧対策の充実を図るために、「水道部災害事故対応

マニュアル」の定期更新と充実に努めることを継続します。 

また、訓練を定期的に実施することで非常時に迅速に対応するとともに、関係機関、

協力施工業者と災害発生時の応急復旧について連携を深めることを継続します。 

さらに、本市では下水道事業で事業継続計画（ＢＣＰ）を作成済みであり、浄水供

給を担っている桂沢水道企業団においても水安全計画を作成しています。 

したがって、水道事業においても水道供給システムのリスク管理等をするために、

下水道事業と同様、事業継続計画（ＢＣＰ）を作成し、水安全計画も作成します。 

 

 

 

事業継続計画（ＢＣＰ） 水 安 全 計 画 
 

Business Continuity Plan 
 

大規模災害により事業の継続に影響を与える

事態が発生した場合においても、優先実施業務を

中断させず、たとえ中断しても許容期間内に業務

レベルを復旧させることを目的に策定する計画

です。 

 

 

食品業界で導入されている衛生管理手法を参

考として、安全な水道水を常時供給するシステム

づくりを目指す手法です。 

 

水質に関する包括的な危害評価と危害管理を

行うもので、水源から給水栓に至る水道システム

の全過程に存在する危害を抽出・特定すること、

リスク管理の観点から、優先的に対応すべき危害

を抽出し、その継続的な監視･制御を行うことが

特徴です 

 

 

 

 

 

 

 

表 いつでも使えるよう安定して供給するために【強靭】 

目 標 実 現 方 策 

初回ビジョン 今回ビジョン 

備考 前 期 

H23～27 

後 期 

H28～R2 

前 期 

R3～７ 

後 期 

R8～12 

災害発生時

の応急復旧

対策の充実

を図ります 

「水道部災害事故対応マニュアル」の定

期更新と充実に努めます 
○ ○ ○ ○  

訓練を定期的に実施することで非常時

に迅速に対応します 
○ ○ ○ ○  

関係機関、協力施工業者と災害発生時の

応急復旧について連携を深めます 
○ ○ ○ ○  

水道供給シ

ステムのリ

スク管理等

をします 

本市水道事業に関する事業継続計画（Ｂ

ＣＰ）を作成します 
－ － ○ ○ 

 

 

本市水道事業に関する水安全計画を作

成します 
－ － ○ ○  

○：対応、－：該当なし 
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５．３ 将来も変わらず安定した事業運営を持続するために【持続】 
 

（１）老朽化施設の更新に対して 

本市では平成22年度にアセットマネジメントを実施し、ＰＤＣＡサイクルにより平

成28年度には見直しも行っています。 

本市は人口及び給水量減少下で老朽管等の更新事業を実施しており、東日本大震災

以降は建設費の上昇も顕著となっているなかでも、更新事業を着実に進めるよう努め

ています。 

老朽施設の更新事業を確実に実施するために、現在取り組んでいる老朽管更新事業

を確実に実施すること、適切な時期に次期更新事業計画を策定することを継続します。 

また、高機能配水管（長寿命100年）の採用を継続します。 

管路情報システムについては、完成後に路線ごとの老朽度を反映して管路の更新需

要を見直す予定でしたが、管路についてはまずは既存の更新等計画を進めています。 

 

 
図 管路の整備経過 

 

 

表 将来も変わらず安定した事業運営を持続するために【持続】 

目 標 実 現 方 策 

初回ビジョン 今回ビジョン 

備考 前 期 

H23～27 

後 期 

H28～R2 

前 期 

R3～７ 

後 期 

R8～12 

老朽施設の

更新事業を

確実に実施

します 

現在取り組んでいる老朽管更新事業を

確実に実施します 
○ ○ ○ ○  

次期更新事業計画を策定します － ○ － ○  

高機能配水管（長寿命100年）を採用しま

す 
－ ○ ○ ○  

管路情報システム完成後、路線ごとの老

朽度を反映して管路の更新需要を見直

します 

× － － －  

○：対応、×：未対応、－：該当なし 
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（２）給水人口、給水量の減少に対して 

初回ビジョンでは、水道使用量を維持、増量することを目標に、地下水から上水道

を利用するように転換を推奨すること、水道水を潤沢に提供できるメリットを活かし

て企業誘致を支援することを実現方策に掲げていました。 

しかしながら、新浄水場は規模を縮小していることから、当面は供給水量に余裕が

なくなるため、同目標及び実現方策を終了します。 

また、水道供給先の拡大を目指して市内での給水量の増加策として供給先企業を開

拓すること、桂沢水道企業団や構成団体が一体となって、給水区域の拡大を検討する

ことについても、同様に終了します。 

また、人口及び給水量の推移に注意を払い、各種計画を適宜見直します。 

 

 

 
図 給水人口の見通し 

 

 

 

表 将来も変わらず安定した事業運営を持続するために【持続】 

目 標 実 現 方 策 

初回ビジョン 今回ビジョン 

備考 前 期 

H23～27 

後 期 

H28～R2 

前 期 

R3～７ 

後 期 

R8～12 

水道使用量

を維持、増

量します 

地下水から上水道を利用するように転

換を推奨します 
× － － －  

水道水を潤沢に提供できるメリットを

活かして企業誘致を支援します 
× － － －  

水道供給先

の拡大を目

指します 

市内での給水量の増加策として供給先

企業を開拓します 
× － － －  

桂沢水道企業団や構成団体が一体とな

って、給水区域の拡大を検討します 
× × － －  

人口給水量

計画を適正

に保ちます 

人口及び給水量の推移に注意を払い、計

画を適宜見直します 
－ － ○ ○  

○：対応、×：未対応、－：該当なし 
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（３）事業の広域化、共同管理、第三者委託、技術の伝承に対して 

事業の広域化については、桂沢水道企業団及び構成団体との事業統合について検討

するため、統合のメリット、デメリットについて情報を収集し、補助金政策等につい

て広範囲な情報収集に努めましたが、事業統合には至りませんでした。 

現在は、総務省及び厚生労働省の推奨により、北海道が「北海道水道広域化推進プ

ラン」の策定に向け、現状把握と課題の整理などを行う「地区別検討会議」等がスタ

ートしたことから、本市も同会議に参加します。 

また、第三者委託制度等を活用することについては、平成23年度から料金徴収等業

務を外部委託しており、終了しています。 

ただし、第三者委託制度等を活用するために、第三者委託の他、ＰＦＩ等多様な運

営形態を検討することについては継続します。 

確実に技術を伝承するために、適切な人材配置を要望して水道技術管理者、水道布

設工事監督者の育成に努めることを継続します。 

また、外部研修等の積極的な活用により人材の育成と技術水準の維持に努めること

も継続します。 

さらに、今後の「北海道水道広域化推進プラン」の進展も考慮し、北海道、企業団

と構成団体が協力する等の方法で、技術者の確保を検討します。 
 

 

図 新たな広域化のイメージ 
 

表 将来も変わらず安定した事業運営を持続するために【持続】 

目 標 実 現 方 策 

初回ビジョン 今回ビジョン 

備考 前 期 

H23～27 

後 期 

H28～R2 

前 期 

R3～７ 

後 期 

R8～12 

事業の広域

化について

検討します 

統合のメリット、デメリットについて情

報を収集します 
○ ○ － －  

補助金政策等について、広範囲な情報収

集に努めます 
○ ○ － －  

水道広域化推進プランの策定に向けた

地区別検討会議に参加します 
－ － ○ ○  

第三者委託

制度等を活

用します 

平成23年度から料金徴収等業務を外部

委託します 
○ － － －  

第三者委託の他、ＰＦＩ等多様な運営形

態を検討します 
－ ○ ○ ○  

確実に技術

を伝承しま

す 

適切な人材配置を要望して水道技術管

理者、水道布設工事監督者の育成に努め

ます 

○ ○ ○ ○  

外部研修等の積極的な活用により人材

の育成と技術水準の維持に努めます 
○ ○ ○ ○  

北海道、企業団と構成団体が協力するな

どの方法で、技術者の確保を検討します 
△ △ ○ ○  

○：対応、△：一部対応、－：該当なし 

  

事業統合
(従来の広域化)

経営の一体化

管理の一体化

施設の共同化
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（４）お客様サービス、リサイクル、省エネルギー化、国際協力に対して 

 

●お客様サービス 

本市では、お客様ニーズを把握して業務改善につなげる仕組みを構築すること、料

金の口座振替制度の推進に努め、併せてその他の納入方法も検討することに取り組み、

既に終了しています。 

今後は、次期事業計画の策定と料金改定を考慮し、情報提供の充実とお客様サービ

ス向上を目標に、老朽管の現状説明等により、水道事業に対してお客様の理解と協力

を得るように努めます。 

 

●リサイクル、省エネルギー 

環境対策としては、100％リサイクルの維持を目標に、舗装材、路盤材の再生工場持

込や再使用を実施しており、これらの取り組みは今後も継続します。 

また、省エネルギー化を推進するために、ポンプ場の廃止により、消費電力の削減

に努めること、設備を更新する際にインバーターや高効率電動機の採用を進めること

を継続します。 

なお、小水力発電等の未利用エネルギーの活用について検討を終了しています。 

 

●国際協力 

初回ビジョンにおいて、海外研修生の受け入れを目標とし、情報収集や、先行して

いる事業体との協力により受け入れ体制を整備すること、ＪＩＣＡ等による海外研修

生の受け入れに協力することに取り組もうと考えましたが、その後も国際協力に関す

る要請がないことから、これらの取り組みは終了します。 

 

表 将来も変わらず安定した事業運営を持続するために【持続】 

目 標 実 現 方 策 

初回ビジョン 今回ビジョン 

備考 前 期 

H23～27 

後 期 

H28～R2 

前 期 

R3～７ 

後 期 

R8～12 

情報提供と

お客様サー

ビスを充実

します 

お客様ニーズを把握して業務改善につ

なげる仕組みを構築します 
○ × － －  

料金の口座振替制度の推進に努め、併せ

てその他の納入方法も検討します 
○ － － －  

水道事業に対してお客様の理解と協力

を得るように努めます 
△ △ ○ ○  

100 ％ リ サ

イクルを維

持します 

舗装材、路盤材の再生工場持込や再使用

を継続します 
○ ○ ○ ○  

省エネルギ

ー化を推進

します 

ポンプ場の廃止により、消費電力の削減

に努めます 
○ ○ ○ ○  

設備を更新する際にインバーターや高

効率電動機の採用を進めます 
○ ○ ○ ○  

小水力発電等の未利用エネルギーの活

用について調査します 
－ × － －  

海外研修生

の受け入れ

を目指しま

す 

情報収集や、先行している事業体との協

力により受け入れ体制を整備します 
× － － －  

ＪＩＣＡ等による海外研修生の受け入

れに協力します 
－ × － －  

○：対応、△：一部対応、×：未対応、－：該当なし 
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（５）経営及び財務に対して 

今後も続く人口減少により、料金収入の対象となる有収水量は令和12年度に18,199

㎥/日×365日＝約6,640千㎥に減少する見通しです。 

今後も現在と同水準（令和元年度決算182.15円/㎥）の供給単価を維持する場合、令

和12年度の料金収入は約12.1億円となり、現況の87.3％に減少する見通しです。 

一方、１㎥の水道水を提供するのに要する給水原価は上昇傾向にあり、さらに、新

浄水場稼働後は受水費の適正化（値上げ）も予定されています。 

したがって、このままでは経営及び財務の状況が悪化する見通しです。 

本市水道ビジョンでは、将来も変わらず安定した事業運営を持続するための目標に、

水道財政の健全性を維持することを取り上げています。 

今後も引き続き、新浄水場受水費等の変更に合わせ財政計画を見直します。 

また、アセットマネジメント（更新需要）の見直し結果を新事業計画及び財政計画

に反映します。 

もちろん、人口及び使用水量の推移に合せて財政計画を見直します。 

これらを踏まえ、安定した事業運営に必要な財源確保のため、定期的に料金を見直

します。 

現在のところ、令和３年４月の桂沢水道企業団の受水費改定を受け、令和４年４月

に本市の料金改定を予定していますが、一般家庭や医療・福祉施設等を含む各事業所

の影響をある程度抑制する必要性があることから、一般会計からの繰り入れにより改

定幅の圧縮を行う予定です。 

 
図 水道財政の健全性を維持する 

 

 

 

表 将来も変わらず安定した事業運営を持続するために【持続】 

目 標 実 現 方 策 

初回ビジョン 今回ビジョン 

備考 前 期 

H23～27 

後 期 

H28～R2 

前 期 

R3～７ 

後 期 

R8～12 

水道財政の

健全性を維

持します 

新浄水場受水費等の変更に合わせ財政

計画を見直します 
○ － ○ －  

更新需要の見直し結果を新事業計画及

び財政計画に反映します 
○ ○ ○ ○  

人口及び使用水量の推移に合せて財政

計画を見直します 
○ ○ ○ ○  

安定した事業運営に必要な財源確保の

ため、定期的に料金を見直します 
－ － ○ ○  

○：対応、－：該当なし 

 

●新浄水場費用を計上

●更新需要の見直し結果を反映

●人口及び使用水量の推移に合せる

～ 経営戦略の検討 ～
●料金の見直し
●一般家庭や医療・福祉施設等を
含む各事業所への影響抑制

水道財政の
健全性を維
持します
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５．４ 目標の設定と実現方策のまとめ 
安全な水、快適な水を供給するために【安全】、いつでも使えるよう安定して供給するために【強靭】、そして将来も変わらず安定した事業運営を持続するために【持続】、今後取り組む目標の設定

と実現方策を次表に整理して示します。 

 

 

表 目標の設定と実現方策のまとめ 

安全・強靭・持続 目  標 実  現  方  策 
前 期 

R3～７ 

後 期 

R8～12 
備 考 

【安全】 

 

安全な水、快適な水を供給するために 

良質な水道水を提供します 桂沢水道企業団と連携して、十分な頻度での水質検査を継続します ○ ○  

水質事故防止の取り組みに協力します 桂沢水道企業団に協力して、水質事故の防止に取り組みます ○ ○  

貯水槽の指導を継続します 

広報紙及びホームページ等で貯水槽の適切な維持管理のお願いを継続します ○ ○  

各種貯水施設の設置者、連絡先等の一覧表を定期的に更新します ○ ○  

各種貯水槽の設置者に必要に応じて指導をします ○ ○  

【強靭】 

 

いつでも使えるよう安定して供するために 

漏水防止に努めます 
漏水対策として、定期的な漏水調査や巡回点検を継続します ○ ○  

お客様にも漏水の発見に対して協力していただくよう、周知を徹底します ○ ○  

水運用機能を強化します 事業統合連絡管の整備と配水池系統の変更を実施します ○ －  

主要水道施設の耐震化を継続します 次期整備計画を策定して、積極的に管路整備を進めます ○ ○  

災害時用の飲料水を確保します 

管路の耐震化を継続します ○ ○  

関係機関と協力して、緊急貯水槽の設置を検討します ○ ○  

廃止予定施設の有効利用について検討を進めます ○ ○  

災害発生時の応急復旧対策の充実を図ります 

「水道部災害事故対応マニュアル」の定期更新と充実に努めます ○ ○  

訓練を定期的に実施することで非常時に迅速に対応します ○ ○  

関係機関、協力施工業者と災害発生時の応急復旧について連携を深めます ○ ○  

水道供給システムのリスク管理等をします 
本市水道事業に関する事業継続計画（ＢＣＰ）を作成します ○ ○  

本市水道事業に関する水安全計画を作成します ○ ○  

【持続】 

 

将来も変わらず安定した事業運営を持続するために 

老朽施設の更新事業を確実に実施します 

現在取り組んでいる老朽管更新事業を確実に実施します ○ ○  

次期更新事業計画を策定します － ○  

高機能配水管（長寿命100年）を採用します ○ ○  

人口給水量計画を適正に保ちます 人口及び給水量の推移に注意を払い、計画を適宜見直します ○ ○  

事業の広域化について検討します 水道広域化推進プランの策定に向けた地区別検討会議に参加します ○ ○  

第三者委託制度等を活用します 第三者委託の他、ＰＦＩ等多様な運営形態を検討します ○ ○  

確実に技術を伝承します 

適切な人材配置を要望して水道技術管理者、水道布設工事監督者の育成に努めます ○ ○  

外部研修等の積極的な活用により人材の育成と技術水準の維持に努めます ○ ○  

北海道、企業団と構成団体が一体となった、技術者の確保を検討します ○ ○  

情報提供とお客様サービスを充実します 水道事業に対してお客様の理解と協力を得るように努めます ○ ○  

100％リサイクルを維持します 舗装材、路盤材の再生工場持込や再使用を継続します ○ ○  

省エネルギー化を推進します 
ポンプ場の廃止により、消費電力の削減に努めます ○ ○  

設備を更新する際にインバーターや高効率電動機の採用を進めます ○ ○  

水道財政の健全性を維持します 

新浄水場受水費等の変更に合わせ財政計画を見直します ○ －  

更新需要の見直し結果を新事業計画及び財政計画に反映します ○ ○  

人口及び使用水量の推移に合せて財政計画を見直します ○ ○  

安定した事業運営に必要な財源確保のため、定期的に料金を見直します ○ ○  

○：対応、－：該当なし 
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６ 経営戦略 
 

６．１ 経営比較分析表等を活用した現況分析 
総務省が作成する経営比較分析表（章末に添付）では、「経営の健全性及び効率性」

及び「老朽化の状況」について整理しています。 

経営比較分析表等を活用した現況分析の全体総括としては、現在のところ、健全か

つ安定的な経営を行っているといえますが、今後、施設の老朽化に伴う維持管理費の

増加や、人口減少等による給水収益の減少が見込まれることから、経営の健全性の確

保が必要となります。 

そのため、アセットマネジメントによる中長期的な視点に立った施設更新需要（投

資試算）と財政収支（財源試算）の分析等を行い、健全かつ安定的な経営を持続でき

るよう努めます。 

現在のところ、令和３年４月の桂沢水道企業団の受水費改定を受け、令和４年４月

に本市の料金改定を予定していますが、一般家庭や医療・福祉施設等を含む各事業所

の影響をある程度抑制する必要性があることから、一般会計からの繰り入れにより改

定幅の圧縮を行う予定です。 

以下に、経営比較分析表の各種指標を示します。 

 

●経常収支比率 

経営の健全性・効率性の指標の一つである「経常収支比率」は、類似団体平均を上

回るとともに、100％以上となっていることから、収支は健全な水準にあります。 

ただし、その値は平成27年度の118.85％から、令和元年度には約６ポイント低下し

た112.90％になっています。 

 

経常収支比率（令和元年度） 
経常収益1,791,294千円÷経常費用1,586,682千円＝112.90％ 

 
図 経常収支比率 

 

経営比較分析表：水道事業等の公営企業の経営指標について、総務省が数値及びグラフを作成し、全国

平均及び類似団体平均との比較を可視化しています。 

類似団体：本市水道事業は給水人口が5万人以上、10万人未満の区分に属し、道内７団体（室蘭市、本

市、千歳市、恵庭市、北広島市、石狩市、中空知広域水道企業団）を含む全国の209団体が対象となっ

ています。  

経常収支比率(％)

H27 H28 H29 H30 R01

岩見沢市 ■ 118.85 117.73 115.73 108.62 112.90

平 均 値 ■ 112.69 113.16 112.15 111.44 111.17

全国平均 ▲ 113.65 114.35 113.39 112.83 112.01

項　目
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20.00
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60.00

80.00
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120.00
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●累積欠損比率 

「累積欠損比率」は、営業収益に対する累積欠損金（営業活動により生じた損失で、

前年度からの繰越利益剰余金等でも補塡することができず、複数年度にわたって累積

した損失のこと）の状況を表す指標です。 

本市は累積欠損金が発生していないため0％であり、健全な状態にあります。 

 

累積欠損比率（令和元年度） 
当年度未処理欠損金0千円÷(営業収益1,534,436千円－受託工事収益0千円）＝0.00％ 

 

 
図 累積欠損比率 

 

●流動比率 

短期的な債務に対する支払能力を表す指標「流動比率」は、類似団体平均を下回っ

ているものの、100％以上を維持していることから、短期債務に対する支払い能力に

は問題ないものと考えられます。 

 

流動比率（令和元年度） 
流動資産1,142,657千円÷流動負債557,479千円＝204.97％ 

 

 

図 流動比率 

  

累積欠損金比率(％)

H27 H28 H29 H30 R01

岩見沢市 ■ 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平 均 値 ■ 0.54 0.68 1.00 1.03 0.78

全国平均 ▲ 0.87 0.79 0.85 1.05 1.08

項　目
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流動比率(％)

H27 H28 H29 H30 R01

岩見沢市 ■ 295.62 266.67 225.07 237.26 204.97

平 均 値 ■ 346.59 357.82 355.50 349.83 360.86

全国平均 ▲ 262.74 262.87 264.34 261.93 264.97
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●企業債残高対給水収益比率 

「企業債残高対給水収益比率」は、給水収益に対する企業債残高の割合であり、企

業債残高の規模を表す指標です。 

本市の企業債残高対給水収益比率は、類似団体平均を上回っています。 

 

企業債残高対給水収益比率（令和元年度） 
企業債残高7,548,907千円÷給水収益1,392,852千円＝541.97％ 
 

 
図 企業債残高対給水収益比率 

 

●料金回収率 

「料金回収率」は、給水に係る費用がどの程度給水収益で賄えているかを表した指

標です。 

本市の料金回収率は類似団体平均を下回っており、平成30年度以降は100％を下回

っています。 

今後は給水原価が上昇する見通しのため（後述）、供給単価（料金）を改定しない

場合、料金回収率はさらに低下します。 

 

料金回収率（令和元年度） 
供給単価182.15円/㎥÷給水原価188.80円/㎥＝96.48％ 
 

 
図 料金回収率 

  

企業債残高対給水収益比率(％)

H27 H28 H29 H30 R01

岩見沢市 ■ 511.42 519.67 523.53 533.48 541.97

平 均 値 ■ 312.03 307.46 312.58 314.87 309.28

全国平均 ▲ 276.38 270.87 274.27 270.46 266.61
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ここで、供給単価は料金収入を年間総有収水量で除して算出した金額です。 

本市では老朽管更新事業に着手する際に「送・配水管整備及び事業統合等に向けた

整備計画（10ヵ年計画）」を作成し、平成21年度に料金改定を実施しましたので、供

給単価はこの10年間同水準を維持してきました。 

したがって、料金回収率の低下は、給水原価の上昇が原因です。 

 

供給単価（令和元年度） 
給水収益1,392,852千円÷年間総有収水量7,646.92千㎥＝182.15円/㎥ 

 

●給水原価 

「給水原価」は、お客様に１㎥の水道水を提供するのに、どれだけの費用がかかっ

ているかを表す指標です。 

平成27年度以降、本市の給水原価は類似団体平均を上回り、上昇傾向にあります。 

これは、人口減少などにより有収水量の減少が続く中、老朽化した施設・設備の維

持管理経費が増加している影響で、今後は令和３年４月の桂沢水道企業団の受水費改

定を受けてさらに上昇する見通しです。 

 

給水原価（令和元年度） 

{経常費用1,586,682千円－(受託工事費0千円＋材料及び不用品売却原価0千円 

＋附帯事業費0千円)－長期前受金戻入142,969千円}÷年間総有収水量7,646.92㎥ 

＝188.80円/㎥ 

 

 
図 給水原価 

 

●施設利用率 

「施設利用率」は、一日配水能力に対する一日平均配水量の割合であり、施設の利

用状況や適正規模を判断する指標です。 

本市の施設利用率は類似団体平均を下回っていますが、現在、施設利用の効率化を

目指して配水池の統廃合のための配水管路整備を実施中です。 

 

施設利用率（令和元年度） 
一日平均配水量25,541㎥/日÷一日配水能力50,500㎥/日＝50.58％ 

  

給水原価(円/㎥)

H27 H28 H29 H30 R01

岩見沢市 ■ 171.50 177.06 179.34 184.01 188.80

平 均 値 ■ 162.15 162.24 165.47 167.46 168.56

全国平均 ▲ 163.72 163.27 165.71 167.11 168.38

項　目

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

200.00



54 

 
 施設利用率 

 

 

参考に、新浄水場の計画水量（28,966㎥/日）に対して、現在の配水量で施設利用率

を試算すると、86.63％に向上します。 

 

施設利用率（令和３年度：中位予測による試算） 
一日平均配水量25,092㎥/日÷一日配水能力28,966㎥/日＝86.63％ 

 

 

●有収率 

「有収率」は、水道施設から供給している水道水の内、管路洗浄に使用された水量

や、管路での漏水等を免れて実際にお客様に利用された水量の割合です。 

本市の有収率は、類似団体平均を下回っていますが、向上に向け、流量計の設置や

漏水調査を実施しています。 

 

有収率（令和元年度） 
年間総有収水量7,646.92㎥÷年間総配水量9,348.11㎥＝81.80％ 

 

 
表 有収率 

  

施設利用率(％)

H27 H28 H29 H30 R01

岩見沢市 ■ 51.94 52.23 51.83 50.71 50.58

平 均 値 ■ 59.34 59.11 59.74 59.46 59.51

全国平均 ▲ 59.76 59.94 60.41 60.27 60.00
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有収率(％)

H27 H28 H29 H30 R01

岩見沢市 ■ 83.68 82.86 82.72 82.95 81.80

平 均 値 ■ 87.74 87.91 87.28 87.41 87.08

全国平均 ▲ 89.95 90.22 89.93 89.92 89.80
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●有形固定資産減価償却率 

次に、老朽化の状況について示します。 

「有形固定資産減価償却率」は、有形固定資産のうち償却対象資産の減価償却がど

の程度進んでいるかを表す指標で、資産の老朽化度合を示しています。 

一般的に、数値が高いほど法定耐用年数に近い資産が多いことを示し、将来の施設

の更新等の必要性を推測することができると考えられます。 

本市の有形固定資産減価償却率は類似団体平均を下回っていますが、老朽化は進行

しています。 

 

有形固定資産減価償却率（令和元年度） 
有形固定資産減価償却累計額11,986,240千円 

÷有形固定資産のうち償却対象資産の帳簿原価26,833,547千円＝44.67％ 

 

 
図 有形固定資産減価償却率 

 

 

●管路経年化率 

「管路経年化率」は、法定耐用年数を超えた管路延長の割合を表す指標です。 

管路の法定耐用年数は管の材質や直径にかかわらず40年とされていますが、40年以

内でも不具合を起こす場合もありますし、地質条件などによっては80年を経過しても

使用に耐えている場合もあります。 

本市の水道事業は明治時代に創設されたため古い管路も多いことから、管路経年化

率は類似団体平均を上回り、耐用年数を経過した管路が多くなっています。 

 

管路経年化率（令和元年度） 
法定耐用年数を経過した管路延長320.92千ｍ÷管路延長1,139.50千ｍ＝28.16％ 

 

  

有形固定資産原価償却率(％)

H27 H28 H29 H30 R01

岩見沢市 ■ 40.91 41.75 42.68 43.72 44.67

平 均 値 ■ 46.27 46.88 46.94 47.62 48.55

全国平均 ▲ 47.18 47.91 48.12 48.85 49.59
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図 管路経年化率 

 

 

●管路更新率 

「管路更新率」は当該年度に更新した管路延長の割合を表す指標で、管路の更新ペ

ースや状況を把握できます。 

本市では、大口径の基幹管路を優先して更新しているため、施工延長当たりの単価

が高くなり、その分管路更新工事の延長及び管路更新率が類似事業体平均より低くな

っています。 

なお、平成28～29年度は年度をまたいだ工事を実施したため、平成29年度の管路更

新率が上昇しています。 

また、平成30年度は増圧ポンプ場及び流量計更新工事を優先したため管路更新工事

が抑制され、管路更新率が低下しています。 

 

管路更新率（令和元年度） 
当該年度に更新した管路延長7.70千ｍ÷管路延長1,139.50千ｍ＝0.68％ 

 

 
図 管路更新率 

 

管路経年化率(％)

H27 H28 H29 H30 R01

岩見沢市 ■ 20.08 22.33 21.96 24.64 28.16

平 均 値 ■ 10.93 13.39 14.48 16.27 17.11

全国平均 ▲ 13.18 15.00 15.89 17.80 19.44
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６．２ 経営の基本方針 
将来像の設定に示したように、基本理念を持続面から達成するためには、水道供給

に欠かせない項目として経営の効率化と財務体質の強化を図り、健全で効率的な事業

運営を推進することを基本方針とします。 

 

●経営の効率化と財務体質の強化（経営の基本方針） 

老朽化施設の計画的な更新、第三者委託制度の活用等、コ

スト削減と平準化に努めるとともに、適切な財政計画を策

定して水道料金の適正化を図り、経営の効率化と財務体質

の強化に努めます。 

 
図 水道財政の健全性を維持する 

 

 

 

６．３ 投資、財政計画（収支計画） 
 

（１）投資及び財源の目標 

経営の効率化と財務体質の強化を念頭に、収支計画のうち投資については、現在取

り組んでいる老朽管更新及び耐震化等の事業計画を実行するための建設改良費を計

上します。 

この財源については、適正な料金の見直し等により、事業計画を確実に実行できる

財源を確保することを目標とします。 

 

表 投資及び財源の目標 

項  目 目  標 

収支計画のうち投資について 
現在取り組んでいる老朽管更新及び耐震化等の事業計画を実行す

るための建設改良費を計上する 

収支計画のうち財源について 
適正な料金の見直し等により、事業計画を確実に実行できる財源

を確保する 

  

●新浄水場費用を計上

●更新需要の見直し結果を反映

●人口及び使用水量の推移に合せる

～ 経営戦略の検討 ～
●料金の見直し
●一般家庭や医療・福祉施設等を
含む各事業所への影響抑制

水道財政の
健全性を維
持します
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（２）収支計画のうち投資について 

本市では現在、老朽管更新及び耐震化、施設統廃合等の事業に取り組んでいます。 

投資については、これらの事業で予定している建設改良費（資本的支出の一部）を

計上します。 

なお、建設改良費の一部には国（都道府県）補助金及び工事負担金を充てる予定で

す。 

 

建設改良費（令和３～12年度） 

建設設備工事費   9,223,990千円 

営業設備費     1,799,990千円 

その他建設改良費   26,443千円 

合  計     11,050,423千円 

 

 

（３）収支計画のうち財源について 

令和元年度決算における料金収入は約13.9億円であり、収益的収入の78％を占めて

います。 

 
図 収益的収入（令和元年度決算） 

 

将来の収益的収入は、次表のように予測します。 

 

表 収益的収入の予測 

項  目 概  要 

営 

業 

収 

益 

料金収入 
有収水量×年度日数×供給単価 
令和４年４月料金改定（基本料金35％アップ、超過料金20％アップを想定） 

受託工事収益 
該当なし 

 

その他営業収益 
他会計（下水道会計）負担金＋その他営業収益 

 

営 

業 

外 

収 

益 

補助金 
料金改定の影響抑制のための一般会計からの繰入金等を想定 

 

長期前受金戻入 
国（都道府県）補助金を40年で95％まで償却する 

 

その他営業収益 
水道加入金等 

 

  

1,392,852千円

141,583千円

30,000千円

142,969千円 83,890千円

料金収入

その他営業収益

補助金

長期前受金戻入

その他営業外収益

合計 1,791,294千円
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令和元年度決算における資本的収入は、建設改良費にあてる企業債、他会計補助金、

国（都道府県）補助金及び工事負担金があります。 

 

 
図 資本的収入（令和元年度決算） 

 

 

今後の資本的収入も、企業債が中心になり、国（都道府県）補助金の動向にも注意

する必要があります。 

ここでは、資本的収入を、事業計画（財源）に従い、次のように仮定します。 

 

表 資本的収入の予測 

項  目 予測の考え方の概要 

資

本

的

収

入 

企業債 
430,000千円（一定） 

 

他会計出資金 
該当なし 

 

他会計補助金 
該当なし 

 

他会計負担金 
該当なし 

 

他会計借入金 
該当なし 

 

国（都道府県）補助金 
7,000千円（一定） 

 

固定資産売却代金 
該当なし 

 

工事負担金 
7,310千円（一定） 

 

その他 
該当なし 

 

  

390,000千円

40,000千円

17,500千円
30,401千円

企 業 債

他会計出資金

国（都道府県）補助金

工事負担金

合計 477,901千円
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（４）収支計画のうち投資以外の経費について 

収益的支出には、営業費用と営業外費用があります。 

令和元年度決算において、もっとも金額が大きいのは減価償却費約6.5億円で、収

益的支出の41％を占めています。 

 

 
図 収益的支出（令和元年度決算） 

 

 

今後の収益的支出の内営業費用は、以下のように仮定します。 

なお、本市が受水している桂沢水道企業団では、新浄水場の稼働に合わせて令和３

年４月に受水費を改定しています。 

 

表 収益的支出（営業費用）の予測 

項  目 予測の考え方の概要 

営 

業 

費 

用 

職員給与費 令和２年度予算で一定 

経 

 

 

費 

動力費 平成30年度、令和元年度平均 

修繕費 平成30年度、令和元年度平均 

材料費 平成30年度、令和元年度平均 

委託料 平成30年度、令和元年度平均 

負担金 令和２年度予算（事業計画） 

受水費 

従量料金＋基本料金（建設負担金見合分） 

   従量料金 一日平均給水量×年度日数×受水単価 

        受水単価 令和3～ 7年度 30.00円/㎥（一定） 

             令和8～12年度 35.00円/㎥（一定） 

   基本料金 令和3～ 7年度 263,649千円（一定） 

        令和8～12年度 306,616千円（一定） 

資産減耗費 平成30年度、令和元年度平均 

庁舎使用料 12,000千円（令和4～12年度） 

その他経 平成30年度、令和元年度平均 

減価償却費 建設改良費（税抜き）を40年で95％まで償却する 

  

116,262千円
7,448千円

81,099千円
2,053千円

110,354千円

141,833千円

205,658千円

67,274千円62,930千円

653,309千円

128,445千円 10,017千円

職員給与費

動力費

修繕費

材料費

委託料

負担金

受水費

資産減耗費

その他経費

減価償却費

支払利息

その他営業外費用

合計 1,586,682千円
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また、今後の収益的支出の内営業外費用は、次表のように仮定します。 

 

表 収益的支出（営業外費用）の予測 

項  目 予測の考え方の概要 

営 

業 

外 

費 

用 

支払利息 
企業債に対して年利1.9％、40年（内５年据置） 

 

その他営業外費用 
令和4年度に2,127千円 

 

 

 

資本的支出は前述の建設改良費（投資）と、企業債償還金（元金償還）からなりま

す。 

令和元年度決算において、建設改良費は約9.8億円、企業債償還金は約4.0億円でし

た。 

 

 
図 資本的支出（令和元年度決算） 

 

表 資本的支出の予測 

項  目 予測の考え方の概要 

資 

本 

的 

支 

出 

建設改良費（投資） 
11,050,423千円（令和3～12年度） 

 

企業債償還金 
支払利息と同条件 

 

他会計長期借入金返済金 
該当なし 

 

他会計への支出金 
該当なし 

 

その他 
該当なし 

 

 

 

（５）収支計画 

以下に、収支計画を添付します。 

  

977,588千円

397,639千円

1,295千円

建設改良費

企業債償還金

そ の 他

合計 1,376,522千円
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６．４ 投資・財政計画に未反映の取組や今後検討予定の取組 
 

（１）投資の合理化、費用の見直しについての検討状況 

以下に、投資・財政計画に未反映の取組や今後検討予定の取組の内、投資の合理化、

費用の見直しについて、広域化、民間の資金・ノウハウ等の活用、アセットマネジメ

ントの充実、施設・設備の廃止・統合等の検討状況を整理します。 

 

 

●広 域 化 

事業の広域化については、桂沢水道企業団及び構成団体との事業統合

について検討するため、統合のメリット、デメリットについて情報を収

集し、補助金政策等について広範囲な情報収集に努めましたが、事業統

合には至りませんでした。 

現在は、総務省及び厚生労働省の推奨により、北海道が「北海道水道

広域化推進プラン」の策定に向け、現状把握と課題の整理などを行う「地

区別検討会議」等がスタートしたことから、本市も同会議に参加します。 

 

●民間の資金・ノウハウ等の活用（ＰＰＰ/ＰＦＩ等の導入例） 

第三者委託の他、ＰＦＩ等多様な運営形態の検討を継続します。 

 

●アセットマネジメントの充実（施設・設備の長寿命化等による投資の平準化） 

アセットマネジメントは、平成22年度、平成28年度に実施しています。 

今後も各種条件の変更を反映して施設・設備の長寿命化等による投資

の平準化を含め、アセットマネジメントの充実に努めます。 

 

●施設・設備の廃止・統合（ダウンサイジング、スペックダウン） 

桂沢水道企業団の新浄水場は経費節減のため規模を縮小して建設し

ています。 

また、事業統合連絡管整備においては管径をスペックダウンしており、

ダウンサイジングとして配水池、ポンプ場の統廃合を進めています。 

今後は、主要水道施設（管路）の耐震化を継続するため、次期整備計

画に従い、積極的に管路整備を進めます。 

 

●その他の取組 

本市には避難所などにも緊急貯水槽が整備されていないことから、防

災対策の窓口や施設の管理者といった関係機関と協力して緊急貯水槽

の設置を検討します。 
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（２）財源についての検討状況など 

ここでは、投資・財政計画に未反映の取組や今後検討予定の取組の内、財源につい

て、料金、企業債、繰入金、資産の有効活用等による収入増加の取組等の検討状況を

整理します。 

 

 

●料   金 

令和３年４月の桂沢水道企業団の受水費改定を受け、令和４年４月に

本市の料金改定を予定しています。 

 

●企 業 債 

建設改良費に対して予定している企業債について、未償還元金の増加

は小幅となる見通しです。 

また、適切な料金改定を組み合わせることにより、給水収益対企業債

残高比も抑制できる可能性があります。 

 

●繰 入 金 

料金改定に際して、一般家庭や医療・福祉施設等を含む各事業所の影

響をある程度抑制する必要性があることから、一般会計からの繰り入れ

により改定幅の圧縮を図る予定です。 

 

●資産の有効活用等による収入増加の取組 

北村配水池等の統廃合後の有効活用の検討に際しては、収入増加に結

び付く取組についても検討したいと考えています。 

 

●その他の取組 

今後の人口及び給水量の推移、受水費の動向、人件費及び物価の変動、

企業債条件の変動等を適宜確認し、必要に応じて事業計画の見直しを行

います。 
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７ おわりに 
 

人口減少とそれに伴う水道使用量の減少、水道インフラの老朽化進行が社会的な問

題となる中、厚生労働省は平成16年に「水道ビジョン」を作成、平成20年に改定し、

都道府県及び水道事業者にも「地域水道ビジョン」の策定を推進しました。 

本市では、平成18年度の市町村合併、平成22年度の水道事業統合を経て、同年度に

「岩見沢市地域水道ビジョン」を作成、公表しました。 

 

平成22年度に地域水道ビジョンを作成した後、北海道は平成23年３月に「北海道水

道ビジョン」を公表、東日本大震災を経た平成25年3月には厚生労働省が「新水道ビジ

ョン」を公表して水道事業の「安全、強靭、持続」を目指しています。 

また、平成28年には、総務省が水道事業を始めとする公営企業の「持続」のために、

各事業者に「経営戦略」を作成するよう指示しました。 

この間、本市水道事業においては施設統合、耐震化、老朽管布設替え等の事業に取

り組んでいます。 

ビジョンと同時に検討したアセットマネジメントについても、公営企業法改正（会

計ルールの変更）等を反映して平成28年度に見直しを行いました。 

さらに、浄水供給源である桂沢水道企業団においても令和３年３月に新浄水場が稼

働しました。 

このような状況から、地域水道ビジョンの作成から10年となるのを機会に、総務省

が推進している経営戦略の内容を含めたかたちでビジョンを更新しました。 

 

「岩見沢市地域水道ビジョン」の計画期間は50年間ですが、今後も、計画途中で状

況の変化に応じて適宜、目標や実現方策の達成状況等を確認し、必要に応じてＰＤＣ

Ａサイクル（Plan→Do→Check→Action）を用いて見直します。 

 

 

 
図 地域水道ビジョンの推進体制 

 

Plan 計 画

・計画策定

・ビジョン・目標設定

Do 実 施

・管理と運営

・施設整備

Check 評 価

・効果検証

・事業評価

Action 見直し

・改善計画

・対応方法の検討


